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昨
年
度
は
、「
幸
せ
と
暮
ら
し
を

守
る
道
の
り
予
算
」
と
し
て
、
本
市

の
課
題
に
向
き
合
い
、
対
話
を
重
ね

な
が
ら
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
、

「
始
動
」
の
年
と
位
置
づ
け
、
次
の

４
本
柱
を
軸
に
、
妊
娠
期
か
ら
高
齢

期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
「
幸
せ
と

暮
ら
し
を
守
る
始
動
す
る
予
算
」
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
つ
目
の
柱
は
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
支
援
と
し
て
、
妊
産
婦
一
人

一
人
に
応
じ
た
妊
娠
・
出
産
の
包
括

的
な
支
援
、新
た
な
出
生
祝
金
支
給
、

第
２
子
保
育
料
の
無
償
化
、
児
童
生

徒
の
通
院
・
入
院
医
療
費
の
無
償
化

を
高
校
生
な
ど
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

　
二
つ
目
の
柱
は
、
高
齢
者
施
策
と

し
て
、
難
聴
の
高
齢
者
へ
の
補
聴
器

購
入
補
助
、
認
知
症
高
齢
者
な
ど
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
利
用
料
一
部
補
助
や

事
故
な
ど
の
際
の
個
人
賠
償
責
任
保

険
に
市
が
契
約
者
と
し
て
加
入
す
る

な
ど
、
高
齢
者
や
家
族
が
安
全
、
安

心
に
暮
ら
す
た
め
の
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
高
齢
者
世

帯
を
支
援
す
る
た
め
、
ご
み
の
戸
別

収
集
支
援
事
業
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
取
り
組
み
ま

す
。 令

和
５
年
度
施
政
方
針

　
三
つ
目
の
柱
は
、
経
済
対
策
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
消
費
の
喚
起
と

経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
各
種
補
助
事
業
を
実
施
す
る
ほ

か
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
一
層

の
浸
透
を
め
ざ
し「
あ
さ
ご
Ｐ
ａ
ｙ
」

を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
の
支
援
や
企
業
誘

致
、
市
内
事
業
者
の
新
た
な
設
備
投

資
の
受
け
皿
と
な
る
産
業
団
地
の
整

備
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
客
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

　
四
つ
目
の
柱
は
、
未
来
へ
の
対
策

と
し
て
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
を
開
始
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

森
林
環
境
譲
与
税
な
ど
の
財
源
を
活

用
し
、
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
パ
ー
ク
＆
ラ

イ
ド
を
推
進
す
る
な
ど
、
新
た
な
公

共
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
、調
査・

分
析
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、「
住
ん
で
よ
か
っ

た
」、「
帰
っ
て
き
た
い
」、「
住
み
た

い
」
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

第
３
次
朝
来
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は

１
９
５
億
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
額

２
０
２
億
5
0
0
0
万
円
と
比
較
し

て
、
７
億
5
0
0
0
万
円
、
率
に
し

て
３・７
㌫
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、
市
税
は
、

市
民
税
に
お
い
て
景
気
の
緩
や
か
な

回
復
な
ど
の
影
響
に
よ
り
若
干
の
増

収
を
見
込
ん
だ
結
果
、
市
税
全
体
で

は
、
前
年
度
よ
り
5
5
6
9
万
9
千

円
多
い
、
41
億
7
0
1
5
万
１
千
円

と
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
政
計

画
で
は
１・
７
㌫
の
増
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
普
通
交
付
税
は
、
地
方
債

償
還
満
了
に
伴
う
公
債
費
算
入
な
ど

の
減
を
考
慮
し
て
、
前
年
度
と
比

較
し
て
2
億
4
0
0
0
万
円
減
の

63
億
9
0
0
0
万
円
、
特
別
交
付

税
は
、
前
年
度
と
同
額
の
10
億
円
を

見
込
み
、
地
方
交
付
税
総
額
で
は

73
億
9
0
0
0
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
、
保
育
施
設
等
整
備
事
業

債
お
よ
び
社
会
教
育
施
設
整
備
事
業

債
の
発
行
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、市
営

住
宅
等
整
備
事
業
債
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
可
能
額
の
減
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
、
7
0
3
0
万

円
減
の
８
億
5
4
2
0
万
円
と
し
て

い
ま
す
。　

　令和５年度の朝来市の予算案が、３月 29 日の第９回朝来市議会定例会で可決さ
れました。今年度の一般会計予算は 195 億円。特別会計・企業会計をあわせた予
算総額では、305 億 8,244 万円です。
　市では、この予算をもとに「第３次朝来市総合計画」で掲げる朝来市の将来像「人
と人がつながり幸せが循環するまち」の実現をめざし、各種施策に取り組みます。
　今月の広報では、令和５年度施政方針と予算の主な内容についてお知らせします。

令和５年度当初予算

予
算
概
要
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▼
小
学
校
遠
距
離
通
学
支
援
事
業

　
（
大
蔵
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
、

　
置
き
去
り
防
止
用
安
全
装
置
設
置
）

５
５
２
万
円

　
遠
距
離
通
学
す
る
児
童
の
通
学
手
段
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
児
童
が
バ
ス
車
内
に
置

き
去
り
に
な
る
事
故
を
防
止
し
安
心
し
て
通

学
で
き
る
よ
う
、
置
き
去
り
防
止
用
安
全
装

置
を
設
置
し
ま
す
。

▼
小
中
学
校
教
育
振
興
事
業

　
（
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
）

５
０
４
万
円

　
小
中
学
校
に
お
け
る
I
C
T
機
器
の
活

用
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
対
応
や
機
器
の
運
用
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

▼
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
事
業

　
（
朝
来
市
産
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
農

　
薬
を
使
用
し
な
い
タ
イ
プ
の
お
米
の
導
入
）

20
万
円

　
減
農
薬
栽
培
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
を
当

該
タ
イ
プ
に
変
更
し
、
提
供
を
月
3
回
に
増
加

さ
せ
る
こ
と
で
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
と

も
に
安
全
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

▼
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事
業

　
（
第
30
回
記
念
定
期
演
奏
会
）
２
８
３
万
円

　
創
立
33
年
を
迎
え
る
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
第
30
回
記
念
定
期
演
奏
会
を
開
催
す

る
こ
と
で
、
市
民
が
音
楽
に
ふ
れ
あ
う
機
会

ありたいまちの姿１

ありたいまちの姿１
「やりたい」につながる多様な学びで、

未来をつくる「人」を育む
子どもから大人までさまざまな学びの場をつくることにより、市民一人一人の
シビックプライドや主体性を育みます。また、多様な価値観・考え方などを互
いに認め合うことで、まちをも楽しくする自分らしい生き生きとした活動（経
済活動含む）をつくる人材が育まれるまちをめざします。

の
提
供
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
普
及
振
興
を

図
り
ま
す
。

▼
文
化
会
館
施
設
等
整
備
事
業

　
（
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
整
備
）

５
５
０
０
万
円

　
完
成
か
ら
30
年
が
経
過
し
て
い
る
和
田
山

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
の
漏
水
対
策
、
施
設
設

備
の
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
な
ど
に

向
け
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】

▼
部
活
動
指
導
員
配
置
促
進
事
業１

８
８
万
円

▼
た
た
ら
ぎ
ダ
ム
湖
マ
ラ
ソ
ン
事
業

６
０
１
万
円

▼
小
中
学
校
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業

３
０
３
万
円

↑大規模な改修整備の実施設計が予定されている和田山
ジュピターホール
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ありたいまちの姿３
多様なつながり・交流を育み、
地域力をより高める
人と人のつながり ・ 交流を育むことでさまざまな活動につなげ、 多様な

人が参画する地域コミュニティの充実を図るとともに、 移住定住の推進や

関係人口の創出などの新たな力により、 地域力がさらに高まっているま

ちをめざします。

▼
企
業
誘
致
促
進
事
業

　
（
産
業
団
地
基
本
計
画
策
定
）３

２
０
０
万
円

　
令
和
４
年
度
に
選
定
し
た
産
業
団
地
候
補

地
の
造
成
に
係
る
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
山
城
サ
ミ
ッ
ト
開
催
事
業

１
５
１
０
万
円

　
山
城
の
保
存
・
活
用
を
進
め
る
全
国
の
市
町

村
や
関
係
団
体
と
の
交
流
を
深
め
、
地
域
活
性

化
や
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
第
30
回
全

国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
朝
来
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
夜
久
野
高
原
開
発
事
業　
２
９
０
４
万
円

　
夜
久
野
高
原
に
お
い
て
、
農
地
の
大
区
画

化
お
よ
び
基
幹
農
道
の
整
備
を
実
施
す
る
ほ

か
、
高
原
の
景
観
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、

観
光
面
で
の
利
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

▼
森
林
経
営
管
理
事
業　
　
７
７
１
０
万
円

　
未
来
に
つ
な
げ
る「
あ
さ
ご
森
」の
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

私
有
林
間
伐
事
業
、
未
利
用
材
搬
出
支
援
事

業
、
自
伐
林
家
育
成
支
援
事
業
（
新
規
）
な

ど
を
実
施
し
、
森
林
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
地
域
協
働
推
進
事
業

４
４
８
０
万
円

　
市
民
や
自
治
会
、
自
治
協
な
ど
が
、
今
後

も
自
律
し
た
地
域
の
自
治
運
営
を
め
ざ
す
た

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
、
行
政
の

支
援
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
く
懇
話
会

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、「
お
た
め
し
協
力
隊

事
業
」
を
実
施
し
、
将
来
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
候
補
者
や
関
係
人
口
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

▼
住
み
た
い
田
舎
移
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
（
単
独
事
業
）　　
　
　
　
１
２
４
４
万
円

　
移
住
希
望
者
に
対
し
、
移
住
・
定
住
支
援

や
地
域
な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
地

域
ぐ
る
み
で
あ
さ
ご
暮
ら
し
を
支
援
し
ま
す
。

▼
多
文
化
共
生
・
国
際
交
流
事
業

 （
あ
さ
ご
日
本
語
教
室
）        

３
７
９
万
円

　
市
内
に
在
住
す
る
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
、
山
東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
み
開
催

し
て
い
る
日
本
語
教
室
を
朝
来
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
も
開
催
し
ま
す
。

【
物
価
高
騰
対
策
】

▼
中
小
企
業
者
等
緊
急
経
済
支
援
事
業

　
７
８
５
１
万
円

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
と
プ
レ
ミ
ア
ム
付

ス
マ
ホ
決
済「
あ
さ
ご
P
a
y
」を
発
行
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市

民
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

ありたいまちの姿2
人と自然が共生しながら
地域で循環する産業を確立する
人の暮らしや営みとともにある自然との共生を図りながら、朝来市が持
つ資源・魅力と市外の活力をつなげ、時代にあわせて進化し、内発的な
経済力を高め、地域で循環する産業が確立されたまちをめざします。
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ありたいまちの姿４
誰もが居場所や役割を持ち、
健幸で心豊かな暮らしを実感できる
世代などを超えて、市民一人一人が地域とつながり、誰もが地域の中で
居場所や役割を持つことで、地域の人々に囲まれ安心した子育てや暮ら
しが実現できるとともに、市民一人一人が生きがいを感じながら健幸で
心豊かな暮らしを実現できるまちをめざします。

▼
こ
ど
も
園
運
営
管
理
事
業
、私
立
保
育
所・

こ
ど
も
園
運
営
支
援
事
業

　
（
第
２
子
保
育
料
無
償
化
）
１
９
６
２
万
円

　
こ
れ
ま
で
半
額
と
し
て
い
た
第
２
子
の
保

育
料
を
無
償
化
し
ま
す
。

▼
こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業

　
（
こ
ど
も
園
L
E
D
化
な
ど
） 

１
億
２
１
０
０
万
円

　
S
D
G
s
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

市
内
公
立
こ
ど
も
園
の
照
明
L
E
D
化
を
推

進
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
生
野
、
大
蔵
、
山

口
こ
ど
も
園
の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

４
３
６
万
円

　
不
妊
症
お
よ
び
不
育
症
の
治
療
な
ど
に
か

か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
額
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。

▼
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業２

７
２
４
万
円

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
い

支
援
を
強
化
し
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・

育
児
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業

　
（
ご
み
戸
別
収
集
支
援
）　　

 　

 

74
万
円

　
高
齢
者
な
ど
の
ご
み
出
し
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
朝
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
新
た
に
行
う
「
ご
み
戸
別
収
集
支
援

事
業
」
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

▼
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

１
５
０
万
円

　

難
聴
に
よ
り
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
高
齢
者
が
、
生
活
の
質
を
維
持
し
、
社

会
参
加
を
図
り
な
が
ら
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
補
聴
器
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

　
一
体
的
実
施
事
業　
　
　
　
８
２
９
万
円

　
後
期
高
齢
者
医
療
・
国
民
健
康
保
険
・
介

護
予
防
・
健
康
づ
く
り
な
ど
の
庁
内
担
当
部

局
お
よ
び
朝
来
市
医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関

が
連
携
し
、
後
期
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
を

行
う
た
め
、
医
療
・
健
診
・
介
護
デ
ー
タ
な

ど
か
ら
課
題
を
抽
出
し
、
フ
レ
イ
ル
予
防
を

行
い
ま
す
。

▼
ひ
き
こ
も
り
対
策
推
進
事
業

５
９
７
万
円

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
当
事
者
や
家
族

な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
の
自
立
と
社
会
参
加
を
図
り
ま
す
。

▼
出
生
祝
事
業　
　
　
　
　
　
５
４
０
万
円

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
出
生
を
祝
福
す
る

と
と
も
に
、
朝
来
市
で
の
子
育
て
を
応
援
す

る
た
め
、
祝
金
と
し
て
３
万
円
を
支
給
す
る

ほ
か
、
出
生
祝
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業１

２
２
０
万
円

　
こ
れ
ま
で
の
０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
通
院
・
入
院
医
療
費
お
よ
び
高
校
生
な
ど

の
入
院
医
療
費
無
償
化
に
加
え
、
新
た
に
18

歳
ま
で
通
院
医
療
費
の
無
償
化
を
拡
充
し
ま

す
。

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

３
５
６
万
円

　
令
和
５
年
２
月
か
ら
開
始
し
た
地
域
相
互

援
助
活
動(

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
）
を

推
進
す
る
た
め
、
専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
セ

ン
タ
ー
に
配
置
し
、
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▼
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業８

５
７
７
万
円

　

生
野
学
童
ク
ラ
ブ
を
旧
生
野
給
食
セ
ン

タ
ー
に
機
能
移
転
さ
せ
る
た
め
、
旧
生
野
給

食
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
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ありたいまちの姿６
まちの動きや情報を戦略的につなぎ、
 効率的で健全な行財政運営を実現する
市民との対話を大切にするとともに、まちの動きや情報を市民と共有する
ことで、市民自治のまちづくりをさらに推進します。また、持続可能で自
律した自治体運営を推進するため、効率的で健全な行財政運営を図るとと
もに、市民とともにある、市民に信頼される職員・市役所をめざします。

▼
消
防
団
活
動
事
業
（
団
員
報
酬
額
改
定
）

４
７
９
２
万
円

　
近
年
、
災
害
の
多
発
化・激
甚
化
に
よ
り
、

消
防
団
員
の
役
割
は
大
き
く
な
る
一
方
で
、

団
員
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
消
防

団
員
の
処
遇
改
善
を
行
い
、
消
防
団
員
の
士

気
の
向
上
や
団
員
確
保
に
つ
な
げ
、
地
域
防

災
力
の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼
鉄
道
利
便
性
向
上
事
業　
１
１
７
６
万
円

　
市
内
に
あ
る
鉄
道
路
線
の
維
持
存
続
の
た

め
、
市
内
の
駅
お
よ
び
そ
の
周
辺
施
設
の
環

境
整
備
や
、
市
民
の
鉄
道
利
用
に
対
す
る
支

援
な
ど
を
行
い
、
鉄
道
利
用
の
利
便
性
向
上

と
市
民
に
対
す
る
鉄
道
利
用
促
進
を
図
り
ま

す
。

▼
路
線
バ
ス
等
生
活
交
通
利
用
促
進
事
業

（
新
た
な
公
共
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
た

　
調
査
・
分
析
業
務
）

　
７
０
０
万
円

　
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
を
維
持
・
確

保
す
る
た
め
、
路
線
バ
ス
な
ど
に
お
け
る
利

便
性
向
上
お
よ
び
利
用
促
進
に
関
す
る
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
に

対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
・
分
析
し
、
市

の
新
た
な
公
共
交
通
体
系
の
「
方
針
決
定
」

に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

▼
空
家
等
対
策
事
業　
　
　
１
６
４
４
万
円

▼
消
防
施
設
等
整
備
事
業　
　
８
０
０
万
円

▼
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

５
６
３
万
円

　
汎
用
的
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
、
ぴ
っ
た
り

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
お

よ
び
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

に
よ
り
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

推
進
し
、市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業３

億
５
０
０
０
万
円

　
ふ
る
さ
と
寄
附
制
度
を
活
用
し
市
が
誇
る

地
域
資
源
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な
財
源
を
有
効
活
用

し
、効
果
的
な
事
業
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
そ
の
他
】

▼
広
報
広
聴
事
業　
　
　
　
１
１
０
６
万
円

▼
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業 

２
６
５
万
円

▼
創
生
総
合
戦
略
推
進
事
業   

１
０
１
万
円

市民の暮らしを支える
安全・安心な都市基盤を持続する
市民の暮らしを支える都市基盤の持続可能な維持管理・運営を図ります。
また、地域防災力の強化や公共交通の確保などにより、誰もが地域の中
で安全・安心に暮らせるまちをめざします。

ありたいまちの姿5
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▶歳出
補助費等は公立豊岡病院組合特別負担金の減などにより
前年度比 4.4％の減、公債費は繰上償還の実施や市債発
行の抑制などにより前年度比 10.2％の減、普通建設事
業費は市営住宅整備事業の減などにより前年度比 7.3％
の減となりました。

▶歳入
市税は景気の緩やかな回復などの影響による市民税の
増により前年度比 1.4％の増、地方交付税は地方債償還
満了に伴う公債費算入の減などにより前年度比 3.1％の
減、市債は道路橋梁新設改良事業債の発行など前年度比
7.6％の減をそれぞれ見込んでいます。

▶会計別内訳
一般会計 195 億円

特別会計など 110 億 8,244 万円

国民健康保険 32 億 8,200 万円

宅地開発事業 1,440 万円

休日診療所 1,690 万円

介護保険 39 億 7,100 万円

後期高齢者医療 5 億 2,000 万円

財産区 2,230 万円

（企）水道事業 12 億 8,439 万円

（企）工業用水道事業 1,904 万円

（企）下水道事業 19 億 5,241 万円

合計 305 億 8,244 万円

▶基金の状況
財政調整基金 34 億 3,906 万円

減債基金 956 万円

その他特定目的基金 61 億 4,621 万円

合計 95 億 9,483 万円

市民１人当たり 335,214 円

▶市債現在高
令和４年度末残高見込額 162 億 9,361 万円

令和５年度市債発行予定額 ８億 5,420 万円

令和 5 年度元金償還見込額 23 億 8,550 万円

令和５年度末残高見込額 147 億 6,231 万円

市民１人当たり 515,750 円

物件費…燃料費、光熱水費、備品購入費など
扶助費…高齢者、児童、心身障害者などに対して行っ
　　　　ているさまざまな支援に要する経費
補助費等…報償費、助成金や一部事務組合負担金など
公債費…市が借り入れたお金の元利償還金
繰出金…国民健康保険や介護保険など、一般会計から
　　　　特別会計へ支出される経費

用語の説明 市民一人当たり支出　６８１，２７０円

福祉の充実 194,781 円 道路・都市計画 62,076 円
行政の運営 111,364 円 農林業の振興 36,269 円
借金返済 85,649 円 消防 27,873 円
医療・ごみ処理 75,950 円 商工観光の振興 23,316 円
教育文化スポーツ 62,560 円 その他 1,432 円

※一般会計
※市民一人当たりは、１月末現在の人口 28,623 人で算出しています。
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市
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
の
閲
覧

時
に
、
文
字
配
列
の
一
部
が
崩
れ
て
し
ま
う

な
ど
見
に
く
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
リ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
端
末
か
ら
の
閲
覧
で
も
、
見

や
す
く
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
る
「
レ
ス
ポ
ン
シ

ブ
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
」
を
採
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
段
に
は
、
市
内
の

風
景
写
真
を
大
き
く
配
置
し
、
ス
ラ
イ
ド
形

式
で
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
を
表
示
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
メ
ニ
ュ
ー
の
ア
イ
コ
ン
も
分
か
り
や

す
く
大
き
く
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
使
い

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
見
や
す
く

勝
手
も
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
竹

田
城
跡
公
式
サ
イ
ト
、
移
住
定
住
を
支
援
す

る
『
あ
さ
ご
暮
ら
し
。』
サ
イ
ト
、
市
議
会

サ
イ
ト
に
加
え
て
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報

を
一
元
的
に
集
約
し
た
子
育
て
応
援
サ
イ
ト

『
す
く
す
く
あ
さ
ご
っ
子
』
を
新
た
に
開
設

し
ま
し
た
。
ま
た
、
A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
の
ア
イ
コ
ン
を
常
に
画
面
右
下
に
表
示
さ

せ
る
こ
と
で
、
よ
り
検
索
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
広
報
課　

☎
6
7
2
︱
6
1
1
3

「紙」から「デジタル」へ！「行かない市役所」をめざして！
朝来市オンライン申請スタート！

「住民票の写し」や「印鑑証明書」など各種証明書発行（郵送サービス）のオンライン手続きを開始します。
パソコンやスマホで時間を問わずいつでも申請でき、証明書を郵送で取得できます。その他、各種申請や届出、イベントの申し込み、
アンケートなどにもオンラインを活用します。広く市民の皆さまに使っていただけるよう順次手続きを増やしていく予定です。

朝来市ホームページ
オンライン申請解説ページ

▶問い合わせ先
　デジタル戦略課　☎ 666-8115

朝来市
ホームページ
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ご注意ください‼
５月１日㊊・2日㊋はマイナンバー
カードに関する手続きができません
　電子署名などに係る地方公共団体情報システム機構の認
証業務に関する法律の改正に伴うシステム更改作業によ
り、全自治体において一部業務が実施できませんのでご注
意ください。
▶一部業務の停止期間
　5 月 1 日㊊及び 5 月 2 日㊋の終日

▶停止される一部業務
〇電子証明書の新規発行・更新
〇転居によるマイナンバーカード券面の記載事項の変更
〇暗証番号の初期化

▶実施可能なお手続き
〇マイナンバーカードの申請
〇マイナンバーカードのお受け取り
〇転入によるマイナンバーカード券面の記載事項の変更 ※ 1
〇在留期間延長によるマイナンバーカードの有効期間変更 ※ 1
〇マイナンバーカードの一時停止解除 ※ 1
※1…電子証明書の発行はできませんので、発行を希望の
　人は後日ご来庁ください。

問い合わせ先　市民課　☎ 672-6120

　朝来市では、国の方針に基づき、令和５年度も引き続き、接種費用無料（全額公費）で
新型コロナワクチン接種を実施します。
　接種は、市内公共施設などでの集団接種と市内医療機関での個別接種で実施する予定です。

接種後も感染対策を

≪春開始接種（５月８日から８月末）の対象者≫
〇 65 歳以上の高齢者
〇５歳から 64 歳までの基礎疾患を有する人など（＊１）
〇医療従事者、高齢者施設等従事者（＊２）
※ただし、前回接種から３カ月経過している人
≪秋開始接種（９月以降）の対象者≫
〇初回接種（１・２回目接種）が完了している５歳以上の
　全ての人
※ただし、前回接種から３カ月経過している人
≪５歳から 11 歳（小児）の接種≫
　初回接種（１・２回目接種）が完了し、前回接種から３カ
月経過している児に対し、オミクロン株対応２価ワクチンで
の追加接種を３月 30 日㊍の集団接種から実施しています。
　４月以降、月に１回程度接種日を設けて実施する予定です。

≪生後６カ月から４歳（乳幼児）の接種≫
　初回接種を引き続き実施する予定です。接種を希望される
人は、市ワクチン接種コールセンターまでご連絡ください。
＊１…18 歳以上 64 歳の人で、これまでに朝来市へ「基
　礎疾患を有する者」として申請をされた人へは、接種が
　可能な時期になりましたら接種券を送付させていただき
　ます。申請をされていない人は、事前に申請が必要です。
　（申請がない場合は、接種券は送付されません。）
＊２…市への申請が必要です。
　（申請がない場合は、接種券は送付されません。）

　

市
は
、
公
式
L
I
N
E
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
下
段
の
リ
ッ
チ

メ
ニ
ュ
ー
が
充
実
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
細
か
い
受
診
設
定
が
可
能
に
な
る
ほ

か
、「
ご
み
の
収
集
情
報
」
や
「
子
育
て
情
報
」

に
関
す
る
受
信
設
定
も
可
能
で
、
必
要
な
情

報
の
み
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
機
能
も
追
加
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
合
わ
せ
て
開
始
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申

公
式
L
I
N
E
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

メ
ニ
ュ
ー
が
充
実
！
必
要
な
情
報
が
届
く

請
も
L
I
N
E
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、
専
用

フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
可
能
に

な
り
ま
す
。
※
申
請
の
内
容
は
随
時
追
加
予

定
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
広
報
課　

☎
６
７
２
︱
６
１
１
３

▶問い合わせ先　
　新型コロナワクチン接種コールセンター
　☎ 666-8101
　平日：９時～ 16 時（接種の予約受付に関すること）
　平日：８時30分～17時15分（ワクチン接種に関すること）

令和４年
秋開始接種

（５月７日まで）

令和５年
春開始接種

（５月８日～８月）

令和５年
秋開始接種

（９月以降）

12
歳
以
上

65 歳以上 〇（＊３） 〇 〇
基礎疾患あり 〇（＊３） 〇 〇
医療従事者

など 〇（＊３） 〇 〇

上記以外 〇（＊３） × 〇
５～
11 歳

基礎疾患あり 〇（＊３） 〇 〇
上記以外 〇（＊３） ×（＊４） 〇

※初回接種（１・２回目接種）が完了している５歳以上の人が対象
＊３…オミクロン株対応２価ワクチン未接種者は、接種可能
＊４…オミクロン株対応２価ワクチン未接種者は、８月末まで接種可能
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市
で
は
、
特
急
は
ま
か
ぜ
を
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、
特
急
は
ま
か
ぜ
利
用
者
専

用
の
駐
車
場
を
設
置
し
ま
し
た
。
利
用
す
る

に
は
「
予
約
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
予
約
専
用
サ
イ
ト
」
か
ら

必
ず
予
約
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
仕
事
や

お
出
か
け
な
ど
の
際
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
車
両　
特
急
は
ま
か
ぜ
を
利

　

用
す
る
市
民
の
自
家
用
車
な
ど︵
乗
用
車
・

　

バ
イ
ク
︶

▼
駐
車
場

　

JR
和
田
山
駅
3
枠
、
JR
生
野
駅
3
枠

※
駐
車
場
に
は
、
特
急
は
ま
か
ぜ
利
用
者
専
用

　
「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車
場
」
の
看
板
を

　

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
看
板
の
あ
る
駐

　

車
場
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車
場
を
設
置

特
急
は
ま
か
ぜ
利
用
者
専
用

▼
利
用
料
金　
無
料

▼
利
用
開
始
日　
４
月
１
日
㊏
か
ら

▼
予
約
専
用
サ
イ
ト　

　

左
記
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、　

　

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
専
用
サ
イ
ト
か
ら
予
約
す
る
こ
と
が

　

で
き
な
い
人
は
、
年
末
年
始
を
除
く
平
日

　

の
8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
の
間
に
、

　

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎
6
7
2
︱
6
1
1
0

和田山駅

生野駅

駐車場

駐車場

　

市
で
は
、
鉄
道
に
よ
る
通
勤
利
用
者
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
に
、
駅
周
辺
駐
車
場
︵
公

設
・
民
設
を
問
い
ま
せ
ん
︶
の
借
り
上
げ
に

要
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

JR
播
但
線
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道
を
維

持
・
存
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
鉄
道
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者　
JR
西
日
本
の
通
勤
定
期
券

　

を
購
入
し
、
市
内
駅
周
辺
の
月
極
駐
車
場

　

を
利
用
し
て
い
る
市
民

駅
周
辺
駐
車
場
利
用
料
金

　
　

補
助
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

▼
補
助
金
額

　

市
内
駅
周
辺
の
月
極
駐
車
場
の
借
上
げ
に

　

要
し
た
経
費
に
2
分
の
1
を
乗
じ
て
得

　

た
額
の
借
り
上
げ
月
数
分

※
1
カ
月
当
た
り
3
0
0
0
円
を
上
限

※
最
大
で
半
年
単
位
で
請
求
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

▼
利
用
開
始
日　

4
月
1
日
㊏
か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎
6
7
2
︱
6
1
1
0

　市は、次代を担う子どもの出生を祝福し、子育てを応援
するため、令和５年４月１日から出生児１人あたり、３万
円の出生祝金と出生祝品をお贈りします。
▶支給対象者
　令和５年４月１日以降に出生し、最初の住民登録が朝来
　市になされた子を同一の世帯において養育している父ま
　たは母
▶申請・お渡し方法
①出生祝金
　「出生祝金支給申請書」を出生の届出と同時または後日、
　市民課または各支所に提出してください。「出生祝金支
　給申請書」提出の際は、申請者の本人確認が必要です。
　後日、指定された金融機関の口座に祝金を振り込みます。
②出生祝品
　出生の届出を受理した市民課または各支所窓口でお渡し
　します。
※令和５年３月 31 日までに出生されたお子さんは、令和
　５年４月１日以降に出生の届出をされても、令和４年度
　出生祝事業の対象者となります。

問い合わせ先　市民課　☎ 672-6120

お子さまの出生をお祝いし、
子育て世帯を応援します！

出生児１人につき３万円と祝い品を支給

パーク＆ライド駐車場
予約フォーム
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▼
主
事

◎
垣
尾　
咲
穂
（
新
規
採
用
）

▼
主
幹
（
再
任
用
・
地
域
振
興
担
当
）

◎
小
島　
剛

▼

山
東
支
所
長

◎
松
本　
昭
浩（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
長
）

▼
課
長
補
佐

◎
安
達　
一
博
（
企
画
総
務
部
秘
書
広
報
課
長
補
佐

　
兼
広
報
広
聴
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
市
民
福
祉
係
長

◎
安
田　
雅
子
（
市
民
福
祉
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長

◎
奥　
ゆ
か
り
（
課
長
補
佐
）

▼
主
事

◎
工
藤　
望
（
新
規
採
用
）

▼
主
幹
（
再
任
用
・
地
域
振
興
担
当
）

◎
金
山　
克
則

▼
朝
来
支
所
長

◎
荒
川　
龍
彦
（
市
民
生
活
部
人
権
推
進
課
長

　
（
多
文
化
共
生
推
進
担
当
））

▼
課
長
兼
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
朝
来
生

　
涯
学
習
セ
ン
タ
―
長

◎
足
立　
尚
幸
（
企
画
総
務
部
総
務
課
副
課
長
（
南

　
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

▼
主
任

◎
池
埜　
麻
彩
（
主
事
）

▼
主
事

◎
種
谷　
は
る
か
（
市
民
生
活
部
市
民
課
主
事
）

▼
主
幹
（
再
任
用
・
地
域
振
興
担
当
）

◎
木
村　
吉
宏

【
市
民
課
】

▼
副
課
長
兼
国
保
医
療
年
金
係
長

◎
岡
口　
徹
也
（
課
長
補
佐
）

▼
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長

◎
片
岡　
陽
子
（
課
長
補
佐
）

【
財
務
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長

◎
藤
本　
真
由
美
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育

　
課
長
補
佐
兼
学
事
係
長
）

▼
公
共
施
設
係
長

◎
椿
野　
禎
俊（
都
市
整
備
部
建
設
課
係
長（
工
務
担
当
））

▼
上
席
主
査

◎
高
本　
恵
三
（
主
査
）

▼
危
機
管
理
部
長

◎
椿
野　
貢
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
次
長
兼
生
涯
学
習

　
課
長
兼
和
田
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
兼
図
書
館
長
）

【
防
災
安
全
課
】

▼
課
長

◎
坂
本　
和
昭
（
健
康
福
祉
部
健
幸
づ
く
り
推
進
課
付

　
課
長
（
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
担
当
）

【
市
民
協
働
課
】

▼
課
長
補
佐

◎
坂
本　
紀
昭
（
産
業
振
興
部
観
光
交
流
課
長
補
佐

　
兼
観
光
施
設
係
長
）

▼
主
任

◎
足
立　
良
太（
主
任
兼
危
機
管
理
部
防
災
安
全
課
主
任
）

【
和
田
山
地
域
振
興
課
】

▼
副
課
長
兼
和
田
山
地
域
振
興
係
長

◎
笹
谷　
和
代
（
生
涯
学
習
課
副
課
長
）

【
生
涯
学
習
課
】

▼
課
長
兼
和
田
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
兼
図
書
館
長

◎
村
上　
泰
啓
（
企
画
総
務
部
総
務
課
付
課
長
（
南

　
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

市
職
員
の
人
事
異
動

　
市
は
、
職
員
の
公
務
能
率
の
向
上
及
び
組
織
の
活
性
化
の
た
め
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
異
動
総

数
は
１
６
２
人
（
令
和
４
年
度
は
１
７
７
人
）。
ま
た
、
女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
部
長
級
に
１
人
、
次
長
級
に

３
人
を
配
置
す
る
な
ど
、
副
課
長
級
以
上
の
女
性
管
理
職
は
25
人
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
横
断
的
な
「
こ
ど
も
・
子
育
て
施
策
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
少
子
化
対
策
に
包
括
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
理
事
兼
企
画
総
務
部
長（
こ
ど
も・子
育
て
施
策
担
当
）

◎
北
垣　
敏
彦
（
企
画
総
務
部
長
）

▼
企
画
総
務
部
政
策
担
当
部
長

◎
掃
部　
直
樹
（
危
機
管
理
部
長
）

【
秘
書
広
報
課
】

▼
課
長
兼
広
報
広
聴
係
長

◎
平
野　
慶
太
（
産
業
振
興
部
経
済
振
興
課
副
課
長

　
兼
企
業
誘
致
・
支
援
係
長
）

▼
副
課
長
兼
秘
書
係
長

◎
藤
原　
栄
治
（
課
長
補
佐
兼
秘
書
係
長
）

▼
主
事

◎
岸
谷　
依
子
（
新
規
採
用
）

【
総
合
政
策
課
】

▼
主
任

◎
中
治　
佑
介
（
企
画
総
務
部
総
務
課
主
任
（
内
閣

　
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事

　
務
局
派
遣
））

【
総
務
課
】

▼
課
長

◎
足
立　
哲
哉
（
市
民
生
活
部
税
務
課
長
）

▼
副
課
長
兼
行
政
係
長
兼
選
挙
係
長
兼
デ
ジ
タ
ル
戦

　
略
課
副
課
長
（
D
X
推
進
担
当
）

◎
岩
木　
幸
司
（
課
長
補
佐
兼
選
挙
係
長
兼
デ
ジ
タ

　
ル
戦
略
課
長
補
佐
（
D
X
推
進
担
当
））

▼
主
査

◎
板
高　
紗
也
香
（
市
民
生
活
部
税
務
課
主
査
）

▼
主
任

◎
都
倉　
和
也（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
兼
総
務
課
主
事
）

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
兼
総
務
課
主
事

◎
鳥
井　
康
仁
（
会
計
課
主
事
）

企
画
総
務
部

危
機
管
理
部

ま
ち
づ
く
り
協
働
部

生
野
支
所

山
東
支
所

▶問い合わせ先
　総務課
　（人事給与係）
　☎ 672-6115

▼
副
課
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

◎
松
本　
健
作（
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）

▼
あ
さ
ご
森
の
図
書
館
主
査

◎
谷
口　
琢
三
（
生
野
支
所
主
査
）

▼
主
任

◎
安
積　
優
子
（
市
民
生
活
部
税
務
課
主
任
）

▼
和
田
山
図
書
館
主
事

◎
小
山　
夏
奈（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
主
事
）

▼
主
事

◎
坂
本　
理
佳
（
新
規
採
用
）

【
芸
術
文
化
課
】

▼
課
長
兼
文
化
会
館
長

◎
中
島　
敏
和
（
副
課
長
兼
文
化
振
興
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
文
化
振
興
係
長

◎
吉
田　
裕
之
（
市
民
生
活
部
人
権
推
進
課
長
補
佐

　
兼
人
権
啓
発
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
美
術
館
管
理
係
長

◎
山
木　
慎
也
（
美
術
館
管
理
係
長
）

▼
主
幹
（
再
任
用
・
文
化
振
興
担
当
）

◎
松
岡　
貞
之

▼
あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
長
兼
芸
術
文
化
課
主
幹

　
（
再
任
用
）

◎
赤
曽
部　
美
鶴

▼
支
所
長
兼
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
生
野

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
―
長
兼
生
野
書
院
副
館
長

◎
一
ノ
瀬　
智
至
（
支
所
長
兼
生
野
書
院
副
館
長
）

▼
副
課
長

◎
佐
野　
あ
や
子
（
議
会
事
務
局
副
局
長
）

▼
主
査

◎
夜
久　
大
輔
（
産
業
振
興
部
観
光
交
流
課
主
査
）

朝
来
支
所

市
民
生
活
部



1212広報 朝来広報 朝来2023.42023.4

▼
主
幹
（
再
任
用
・
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

　
的
実
施
推
進
担
当
）

◎
梶　
孝
江

▼
主
査
（
再
任
用
）

◎
池
口　
佐
登
美

▼
主
幹
（
再
任
用
・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
推

　
進
担
当
）

◎
竹
村　
洋
二

▼
産
業
振
興
部
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

◎
小
田
垣　
貢
（
上
下
水
道
部
長
）

▼
次
長
兼
経
済
振
興
課
長

◎
佐
野　
正
彦
（
経
済
振
興
課
長
）

【
農
林
振
興
課
】

▼
副
課
長

◎
衣
川　
太
郎（
都
市
整
備
部
都
市
政
策
課
長
補
佐
）

◎
奥　
聡
（
課
長
補
佐
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

▼
主
幹
（
再
任
用
）

◎
石
橋　
禎
之

【
観
光
交
流
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
観
光
施
設
係
長

◎
中
嶋　
大
介（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
市
民
協
働
課
長
補
佐
）

▼
主
事

◎
北
村　
明
結
（
企
画
総
務
部
総
務
課
主
事
（
南
但

　
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

【
経
済
振
興
課
】

▼
企
業
誘
致
・
支
援
係
長

◎
長
野　
　
裕
（
企
画
総
務
部
総
務
課
行
政
係
長
）

▼
主
査

◎
足
立　
鉄
宏
（
企
画
総
務
部
総
合
政
策
課
主
査
）

【
建
設
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

◎
住
吉　
哲
雄
（
企
画
総
務
部
財
務
課
管
財
係
長
）

▼
主
事

◎
中
島　
祐
貴
（
新
規
採
用
）

▼
主
幹
（
再
任
用 

国
・
県
道
対
策
担
当
）

◎
足
立　
達
夫

▼
主
査

◎
中
村　
ま
み
（
主
任
）

◎
谷
川　
麗
子
（
主
任
）

◎
梶
原　
琴
美（
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
育
成
課
主
査
）

▼
主
任

◎
藤
原　
麻
代
（
主
事
）

▼
主
事

◎
田
中　
美
幸
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事
）

◎
宮
尾　
李
（
新
規
採
用
）

▼
主
事
（
再
任
用
）

◎
福
富　
範
嗣

【
税
務
課
】

▼
課
長

◎
西
谷　
由
華
子
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
和
田
山
地
域

　
振
興
課
副
課
長
兼
和
田
山
地
域
振
興
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
管
理
収
納
係
長

◎
山
田　
梨
恵
（
管
理
収
納
係
長
）

▼
主
任

◎
中
島　
達
矢
（
主
事
）

◎
篠
原　
美
香
（
市
民
生
活
部
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
セ
ン
タ
ー
主
任
）

▼
主
事

◎
西
村　
雅
稀
（
朝
来
支
所
主
事
）

◎
伊
地
智　
優
里（
健
康
福
祉
部
高
年
福
祉
課
主
事
）

◎
岩
田　
優
和
（
新
規
採
用
）

【
人
権
推
進
課
】

▼
課
長
（
多
文
化
共
生
推
進
担
当
）

◎
松
島　
　
豊
（
朝
来
支
所
課
長
兼
ま
ち
づ
く
り
協

　
働
部
生
涯
学
習
課
朝
来
生
涯
学
習
セ
ン
タ
―
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
人
権
啓
発
係
長

◎
田
川　
博
一
（
山
東
支
所
課
長
補
佐
）

▼
主
幹
兼
枚
田
岡
会
館
長
（
再
任
用
）

◎
山
本　
勝
郎

【
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
】

▼
主
査

◎
森
本　
葉
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
給
食
セ

　
ン
タ
ー
主
査
）

▼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

◎
笠
垣　
和
幸
（
企
画
総
務
部
総
務
課
長
）

▼
次
長
兼
社
会
福
祉
課
長

◎
細
井　
香
（
社
会
福
祉
課
長
）

▼
次
長
兼
健
幸
づ
く
り
推
進
課
長
兼
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

　
ク
チ
ン
接
種
推
進
担
当

◎
藤
井　
美
景
（
健
幸
づ
く
り
推
進
課
長
）

【
社
会
福
祉
課
】

▼
副
課
長
兼
生
活
福
祉
係
長

◎
荒
川　
吉
郎
（
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
育
成
課

　
副
課
長
兼
こ
ど
も
園
施
設
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
障
害
福
祉
係
長

◎
大
西　
真
（
課
長
補
佐
）

▼
主
査

◎
足
立　
佐
佑
（
監
査
委
員
事
務
局
主
任
兼
固
定
資

　
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
）

◎
楠　
佑
介
（
主
任
）

▼
主
任

◎
山
根　
麗
奈
（
市
民
生
活
部
税
務
課
主
任
）

▼
主
幹
（
再
任
用 

母
子
・
父
子
自
立
支
援
担
当
）

◎
三
浦　
和
美

【
高
年
福
祉
課
】

▼
副
課
長

◎
加
茂
川　
裕
子
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
生
活
福

　
祉
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
高
年
福
祉
係
長

◎
楠　
慶
子
（
市
民
生
活
部
市
民
課
長
補
佐
兼
国
保

　
医
療
年
金
係
長
）

▼
主
事

◎
谷
口　
朱
里
（
企
画
総
務
部
総
務
課
主
事
）

【
健
幸
づ
く
り
推
進
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
親
子
保
健
係
長

◎
坂
本　
美
里
（
親
子
保
健
係
長
）

▼
上
席
主
査

◎
福
富　
麻
起
子
（
主
査
）

▼
主
任

◎
藤
原　
由
佳
子
（
主
事
）

▼
主
任
（
助
産
師
）

◎
大
垣　
奈
央
（
新
規
採
用
（
任
期
付
職
員
））

▼
主
幹
（
再
任
用
・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
推

　
進
担
当
）

◎
北
垣　
利
晃

健
康
福
祉
部

産
業
振
興
部

【
都
市
政
策
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
都
市
管
理
係
長

◎
田
路　
幸
伸（
山
東
支
所
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
）

▼
主
事

◎
古
家　
滉
太
（
新
規
採
用
）

【
地
籍
調
査
課
】

▼
課
長
補
佐

◎
村
上　
陽
昭（
都
市
政
策
課
長
補
佐
兼
都
市
管
理
係
長
）

▼
係
長

◎
尾
花　
優
一
（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
障
害
福

　
祉
係
長
）

▼
上
下
水
道
部
長

◎
清
水　
光
（
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
監
査
係
長
兼

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
）

【
上
下
水
道
課
】

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
係
長

◎
吉
田　
太
一
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
学
校
給
食
庶
務
係
長
）

▼
主
任

◎
中
島　
一
寿
（
都
市
整
備
部
地
籍
調
査
課
主
任
）

◎
宮
崎　
省
吾
（
主
事
）

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
長
兼
浄
化
槽

点
検
係
長

◎
片
山　
賢
一
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所

　
副
所
長
兼
浄
化
槽
点
検
係
長
）

▼
主
幹
（
再
任
用
）

◎
中
井　
勝
司

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
主
査（
再
任
用
）

◎
中
島　
浩
之

▼
会
計
管
理
者

◎
竹
村　
万
美
子
（
生
野
支
所
課
長
兼
ま
ち
づ
く
り

　
協
働
部
生
涯
学
習
課
生
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
―
長
）

【
会
計
課
】

▼
主
任

◎
青
田　
基
希
（
生
野
支
所
主
任
）

▼
主
幹
（
再
任
用
）

◎
藤
原　
直
樹

都
市
整
備
部

上
下
水
道
部

出
納
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◎
竹
村　
洋
二
（
健
康
福
祉
部
長
）

◎
石
橋　
禎
之
（
産
業
振
興
部
長
）

◎
宮
崎　
隆
史
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
長
）

◎
岸
本　
弥
生
（
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
育
成
課

　
参
事
兼
竹
田
こ
ど
も
園
長
）

◎
谷
野　
真
樹
（
朝
来
支
所
長
）

◎
小
林　
正
行
（
企
画
総
務
部
財
務
課
副
課
長
）

◎
土
野　
満
美（
健
康
福
祉
部
高
年
福
祉
課
長
補
佐
）

◎
西
賀　
み
の
り
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課

　
あ
さ
ご
森
の
図
書
館
主
事
）

◎
大
槻　
学
（
産
業
振
興
部
経
済
振
興
課
主
事
）

◎
小
野
山　
文
佳
（
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
育
成
課

　
大
蔵
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

◎
高
井　
英
至
（
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
育
成
課

　
生
野
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

◎
米
澤　
理
彩
（
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
育
成
課

　
山
口
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

《
人
事
交
流
期
間
の
満
了
》

◎
大
林　
崇
人
（
企
画
総
務
部
政
策
担
当
部
長
）

　
総
務
省
へ
帰
任

▼
保
育
教
諭

◎
桑
原　
美
奈
絵
（
中
川
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

◎
松
田　
麻
里
（
新
規
採
用
）

《
中
川
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

◎
松
田　
美
保
（
糸
井
こ
ど
も
園
副
園
長
）

▼
主
任
保
育
教
諭

◎
大
西　
香
奈
（
保
育
教
諭
）

▼
保
育
教
諭

◎
山
下　
美
沙
希
（
山
口
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

◎
坂
本　
智
美
（
大
蔵
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

◎
坂
本　
志
保
（
新
規
採
用
）

《
山
口
こ
ど
も
園
》

▼
保
育
教
諭

◎
安
積　
紗
季
（
東
河
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

《
課
長
級
》

▼
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣

◎
戸
屋　
有
希
子（
健
康
福
祉
部
高
年
福
祉
課
副
課
長
）

《
副
課
長
級
》

▼
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣

◎
下
村　
忠
幸
（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
副
課
長

　
兼
健
幸
づ
く
り
推
進
課
副
課
長
（
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

　
ク
チ
ン
接
種
推
進
担
当
））

▼
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
養
父
土
木
事
務
所
派
遣

◎
衣
川　
英
徳（
都
市
整
備
部
地
籍
調
査
課
副
課
長
）

《
主
任
級
》

▼
兵
庫
県
危
機
管
理
部
災
害
対
策
課
派
遣

◎
丸
山　
貴
史
（
上
下
水
道
部
上
下
水
道
課
主
任
）

《
主
事
級
》

▼
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
但
馬
長
寿
の
郷
派
遣

◎
藤
原　
和
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
和

　
田
山
図
書
館
主
事
）

《
技
能
労
務
職
員
》

▼
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣

◎
村
上　
洋
子
（
上
下
水
道
部
上
下
水
道
課
ク
リ
ー

　
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
事
務
係
長
）

【
こ
ど
も
育
成
課
】

▼
参
事
兼
生
野
こ
ど
も
園
長

◎
平
松　
厚
美
（
生
野
こ
ど
も
園
長
）

▼
副
課
長
兼
こ
ど
も
園
施
設
係
長

◎
小
西　
秀
隆
（
都
市
整
備
部
建
設
課
副
課
長
兼

　
管
理
係
長
）

▼
主
事

◎
森　
和
真(

山
東
支
所
主
事
）

◎
掃
部　
綾
（
竹
田
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

▼
主
査

◎
岸
本　
弥
生（
暫
定
再
任
用（
新
規
））

《
生
野
こ
ど
も
園
》

▼
副
園
長

◎
宮
下　
沙
織
（
主
任
保
育
教
諭
）

▼
主
任
保
育
教
諭

◎
三
木　
美
波
（
竹
田
こ
ど
も
園
主
任
保
育
教
諭
）

▼
保
育
教
諭

◎
清
水　
恵
里
（
竹
田
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

《
糸
井
こ
ど
も
園
》

▼
保
育
教
諭

◎
田
中　
有
純
（
大
蔵
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

◎
西
村　
真
由
美
（
竹
田
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

◎
平
松　
優
花
（
中
川
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

《
大
蔵
こ
ど
も
園
》

▼
副
園
長

◎
磯　
ひ
と
み(

生
野
こ
ど
も
園
副
園
長)

▼
主
任
保
育
教
諭

◎
川
渕　
鮎
美
（
東
河
こ
ど
も
園
主
任
保
育
教
諭
）

▼
保
育
教
諭

◎
今
井　
美
里(

新
規
採
用
）

《
東
河
こ
ど
も
園
》

▼
副
園
長

◎
衣
川　
三
奈
子
（
大
蔵
こ
ど
も
園
副
園
長
）

▼
主
任
保
育
教
諭

◎
井
口　
達
博
（
糸
井
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

▼
保
育
教
諭

◎
宮
﨑　
穂
乃
佳
（
新
規
採
用
）

《
竹
田
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

◎
清
水　
洋
子
（
中
川
こ
ど
も
園
長
）

▼
議
会
事
務
局
次
長

◎
榧
谷　
進
一
（
企
画
総
務
部
秘
書
広
報
課
長
）

▼
主
幹
（
再
任
用
）

◎
宮
崎　
隆
史

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
会
書
記

◎
森
脇　
ま
す
み
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
次
長
兼
芸

　
術
文
化
課
長
）

▼
監
査
委
員
事
務
局
副
局
長
兼
監
査
係
長
兼
固
定
資

　
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記

◎
竹
村　
博
文
（
朝
来
支
所
副
課
長
）

▼
教
育
部
長

◎
田
中　
　
勉
（
会
計
管
理
者
）

【
学
校
教
育
課
】

▼
課
長

◎
山
本　
喜
裕
（
危
機
管
理
部
防
災
安
全
課
長
）

▼
副
課
長

◎
福
田　
秀
則
（
課
長
補
佐
）

▼
学
事
係
長

◎
土
江　
彩
（
市
民
生
活
部
市
民
課
市
民
係
長
）

▼
主
事

◎
片
山　
樹
莉（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
主
事
）

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
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▶交通事故（２月末まで）

▶救急・火災件数（2 月）

　人身事故　    24 件
　死者　　　      0 人
　負傷者　　    27 人

　救急・救助  107 件
　火災　　　　　３件
マイナンバーカード

休日・時間外窓口（予約制）
　カードの交付・更新・申請受付を
行います。開庁時間にお越しになれ
ない人は、ぜひご利用ください。
▶日時（月１回）
　４月８日㊏、５月 14 日㊐、
　　　　　 ８時 30 分～ 12 時
　毎週㊎  17 時 30 分～ 19 時
　（５月５日を除く）
※４月８日㊏は申請のみ受付
※開設日の３日前までに予約をお願
　いします。すべて予約が必要にな
　ります。
※交付の人は、本人確認書類と通知
　カード（お持ちの場合）を持参し
　てください。
※マイナポイントの手続きは受け付
　けていません。
▶場所・問い合わせ先
　市役所本庁舎１階
　市民課　☎ 672-6120

今月の税金など

介護保険料　　　　　　第１期

納付は便利な口座振替で

　市は、次の市営住宅の入居者を募
集します。
▶募集する住宅
①溝ノ内住宅 ３DK
　（生野町口銀谷 2215 番地 3）
②栃原口住宅 ３DK
　（生野町口銀谷 2305 番地）
③猪野々団地 ３DK ～３LDK
　（生野町猪野々 124 番地）
④生野第１団地 3DK
　（生野町真弓 318 番地 1）
⑤生野第 2 団地 3DK
　（生野町真弓 431 番地 1）
▶家賃　14,900 円～ 35,300 円

（注）条件により表示されている家賃（月額）
　よりも高くなる場合があります。
▶入居申込資格
〇市町村税を滞納していない人
〇現在、同居し、または同居しよう
　とする親族などがある人
〇現在、住宅に困窮していることが
　明らかな人
〇その者または同居家族が、暴力団
　員でないこと
〇所得要件が条例に規定する範囲を
　超えていない人
※詳しくは、下記まで問い合わせい
　ただくか、市ホームページを確認
　ください。
▶問い合わせ先
　都市政策課　☎ 672-6127

　　 ４月から６月は狂犬病予防注射月間　～動物を適正に飼養しましょう～

　室内犬や猟犬であっても、生後 91 日以上経過した全て
の犬は、生涯に一度の登録と年に１回狂犬病予防注射を受
けさせることが、狂犬病予防法で犬の飼い主に義務付けら
れています。
　飼い犬の体調の良い日に、できるだけ動物病院で狂犬病
予防注射を受けさせてください。
　なお、市内を巡回して集合注射を予定していますので、
ご利用ください。詳しい場所、時間については、４月の隣
保回覧や市ホームページをご覧ください。
▶巡回実施日時
　４月 18 日㊋午前中、４月 19 日㊌午前中
　５月 10 日㊌午前中、５月 11 日㊍午前中
※すでに犬の登録を行っている飼い主には、個別に通知　
　します。

※犬の死亡、飼い主や住所の変更など登録内容に変更が
　ある場合は必ず届け出てください。マイクロチップ情
　報登録とは別に手続きが必要です。
※登録手続きをまだ行っていない人は、問い合わせください。
≪近隣の迷惑にならないよう、
　　　　　　　　　　マナーを守って飼育しましょう≫
〇放し飼いはやめて、散歩のときもリードをつけましょう。
〇フンを持ち帰ることは、飼い主の義務です。きちんと
　持ち帰りましょう。
〇飼い犬が迷子になった場合は、兵庫県動物愛護センター
　但馬支所（☎ 666-8071）、南但馬警察署（☎ 672-
　0110）に連絡をお願いします。
〇動物の遺棄や虐待は犯罪です。最期まで責任をもって
　飼いましょう。

　朝来市と養父市は、手話で日常会
話を行うのに必要な単語や手話表現
技術を習得し、手話奉仕員として活
動することを目的とした手話奉仕員
養成講座を開催します。
▶講座の期間
　５月 10 日から１月 17 日までの
　毎週水曜日　全 25 回、
　19 時 30 分～ 21 時
※講座を実施しない水曜日がありま
　す。詳しくは問い合わせください。
▶場所　
　やぶ市民交流広場
　（養父市八鹿町八鹿 538-1）
▶費用　無料
　（別途テキスト代3,300円が必要、
　入門課程受講の人不要）
▶対象者　朝来市または養父市内に、
　在住・在勤・在学（高校生以上）
　の人で、手話奉仕員養成講座「入
　門課程」を受講した人、または、
　手話による日常会話程度の表現技
　術を取得している人
▶定員　20 人
　( 定員になり次第締め切り）
▶申込期限　５月１日㊊まで
▶問い合わせ先
　社会福祉課　☎ 672-6123

手話奉仕員養成講座
「基礎課程」受講者募集

市営住宅入居者募集
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　青い鳥学級は、視覚に障害を持つ皆
さんが、ボランティアの皆さんと共に、
生涯学習を通して、仲間づくりや生き
がいを見つけようとする交流の場です。
年４回程度の講座を開講して、楽しく
学びながら、地域や世代を超えた輪を
広げています。ぜひ、ご参加ください。
※開催場所までの送迎は、市の助成
　による障害福祉サービスの移動支
　援がご利用いただけます。
▶ボランティアの募集　視覚障害者
　の人の歩行の介助や受講時のサ
　ポートなどボランティア活動に、　
　協力いただける人を募集しています。
▶問い合わせ先
　生涯学習課　☎ 672-0188

　これから起業したい、事業承継を
決めた、経営を基礎から勉強したい
人を応援します。
▶講座内容　講座は経営に必要な経営
　戦略・マーケティング・人材育成・
　財務を中心に全６回
▶講師　中小企業診断士で、受講者
　の経営の悩みごと、課題の克服な
　ど自走できる経営支援も行います。
▶日時／募集定員
〇Ⅰ期生…令和 5 年 5 月～ 10 月の
　第 3 金曜／募集 6 人
〇Ⅱ期生…令和 5 年 11 月～令和 6 年
　３月の第 3 金曜／募集 4 人
▶場所
　ASAGOiNG　Garden　KOUBA
▶費用　無料
▶対象者　朝来市民または市内で起
　業予定の皆さん
▶問い合わせ先
　経済振興課　☎ 672-2816
　ファックス 672-3220

　南但広域行政事務組合では、南但
ごみ処理施設監視委員会の委員を募
集します。
▶応募資格
①朝来市か養父市に在住する 20 歳
　以上の人
②平日の会議に出席できる人
③南但ごみ処理施設監視委員会委員
　の経験のない人
▶募集人数　２人
▶募集期限
　５月 19 日㊎まで
※詳しくは、南但広域行政事務組合
　ホームページをご覧いただくか、
　下記まで問い合わせください。
▶問い合わせ先
　南但広域行政事務組合環境課
　☎ 670-3366

　燃やすごみ収集袋の中に金属製品
などの不燃ごみ、水銀使用製品（水
銀製体温計など）や スプレー缶、
電池（ボタン電池、リチウムイオン
電池含む）などの危険ごみを入れな
いでください。燃やすごみ収集袋の
中にこれらのものが入っていると、
ごみ収集車やごみ処理施設の火災や
爆発・破損の原因につながり、大変
危険です。
　不燃ごみや危険ごみは資源ごみと
同様に、無料で収集しておりますの
で、それぞれの収集日に決められた
場所へ出してください。
▶問い合わせ先
　南但広域行政事務組合環境課
　☎ 670-3366

青い鳥学級生および
ボランティア募集

あさご起業家経営塾塾生募集

　市は、経済の活性化と住環境の
向上を目的として、市内の施工業
者を利用して住宅改修を行う人に、
工事に係る経費の一部を補助しま
す。
▶補助対象者
　次の要件をすべて満たしている人
　が対象となります。
○市に住民登録を有する人
○補助を受けようとする住宅改修が、
　市のその他の住宅改修に関する補
　助金を受けていないこと
○世帯員全員が、市税および市の使
　用料などの滞納をしていないこと
※申請受付期間前および決定通知書
　が届く前に行われた工事は対象に
　なりません。
▶補助対象住宅
○自己が所有し、実際に住んでいる
　市内の住宅
○マンションなどの集合住宅は、個
　人の占有部分のみが対象
○店舗や事務所などとの併用住宅は、
　住居部分のみが対象
▶施行対象業者
○市内に事業所を有する法人
○市内に事業所を有する個人で、住
　民登録されている事業者
▶補助金額
　20 万円以上（消費税含む）の補
　助対象工事にかかった経費の 10％
　を補助します。（上限 10 万円）
▶申請受付期間
　４月 17 日㊊から
　令和６年２月 29 日㊍まで
※予算の上限に達した場合、受付を
　終了します。
▶申請先　
　経済振興課
▶問い合わせ先
　経済振興課　☎ 672-2816

住宅リフォーム助成事業 南但ごみ処理施設監視委員会
公募委員募集

不燃ごみと危険ごみの分別に
ご協力ください
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▶公演日　４月 29 日㊏　　　▶開演　13 時 30 分（開場 13 時～）
▶料金　入場無料（全席自由席）※入場には整理券が必要になります。

第 25回兵庫県警察音楽隊ふれあいタウンコンサート

㊡月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

＊当日、マスクの着用は個人の判断に委ねます。
＊咳エチケット、手指消毒にご協力をお願いします。
＊入場時に体温測定をさせていただきます。発熱のある人はご入場をお控えください。

ジュピターホール

　教職員の働き方改革への取り組み
が社会的に大きな関心を集めてお
り、教職員の業務負担の軽減を図る
ことは重要な課題となっています。
　市教育委員会では､ 本年度より順
次、市内小中学校における早朝や夜
間、休日などの勤務時間外の電話に
ついて、音声ガイダンスによる対応

（録音機能なし）の導入を行います。
また、市内小中学校では、週１日以
上の ｢定時退勤日｣ を、中学校では
週２日以上の「ノー部活デー」を実
施しています。
　皆さんのご理解とご協力をお願い
します。
▶問い合わせ先
　学校教育課　☎ 672-4930

ヒメハナ公園 ウツギの館 ㊡月曜日　
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

※開館：９時～ 17 時　展示の最終日は 15 時終了予定

布で描くキルトの世界へようこそ！
▶出展者　澤

おもだか
潟 百合子（羽曳野市）※朝来市出身

▶会期　４月７日㊎～ 16 日㊐
≪体験教室≫（無料講習会・予約不要・１日 20 人のみ）
▶予定日時　４月８日㊏、10 時～ 12 時　ミニポーチ
　　　　　　４月９日㊐、10 時～ 12 時　折り布ポシェット

昭和の大発明！テレビ放送開始から 70年
▶出展者　藤原 伊佐夫（桑原区）
▶会期　4 月 21 日㊎～５月 14 日㊐

市内小中学校の
「時間外音声ガイダンス電話対応」
「定時退勤日」「ノー部活デー」

交通死亡事故抑止期間
900日継続中！

　交通死亡事故抑止長期達成表彰基
準である 300 日（令和４年４月 22
日～令和５年２月 15 日）を達成し
たため、兵庫県交通安全対策委員会
会長表彰を受賞しました。
　今後も交通安全対策にご協力をよ
ろしくお願いします。

　全国 B 型肝炎訴訟弁護団では、
無料相談会を開催します。
▶日時　５月 27 日㊏、
　13 時 30 分～ 15 時 30 分
▶場所　多可町文化会館
　・ベルディーホール会議室
　（多可郡多可町中区中村町135番地）
▶費用　無料
▶申込方法　事前申し込み不要
▶問い合わせ先
　全国 B 型肝炎訴訟大阪原告団
　・弁護団　☎ 06-6809-2144

≪無料電話相談≫
　弁護団では、下記のとおり無料電
話相談も実施しています。
▶相談日
　平日・休日の 10 時～ 22 時
▶電話相談の電話番号

☎ 06-6647-0300

　兵庫県内の医療従事者を支援する
ため、多くの皆さんから寄附金をお
寄せいただきました。
　令和２年５月１日から令和５年２
月 28 日までにお寄せいただいた寄
附金は以下のとおりです。

ひょうご新型コロナウイルス対策
支援基金寄附金　270,514 円

※なお、お寄せいただきました寄附
　金は基金口座に送金しました。
　多くの皆さんからのご協力に心か
　ら感謝申し上げます。
▶問い合わせ先
　会計課　☎ 672-6128

ひょうご新型コロナウイルス
対策支援基金に、たくさんの寄
附をありがとうございました

B型肝炎被害者救済のための
無料相談・説明会
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　４月から、現在バーコードでご利
用いただいているスマートフォンの
決済アプリに「au PAY（請求書支
払い）」と「ｄ払い（請求書払い）」
が加わります。
▶４月から利用可能な決済アプリ
　LINE Pay、Pay Pay、支払秘書、
　PayB、Jcoin、auPAY、d 払い
▶納付可能な税目、料金
　市県民税（普通徴収）、固定資産税
　軽自動車税種別割、国民健康保険税
　上下水道料金
※６月１日から、介護保険料もコン
　ビニとスマホで納付が可能に。

　４月から一部の税目で、地方税統
一 QR コード（eL-QR）を印字し
た納付書をお送りします。
　「地方税お支払サイト」でスマー
トフォン決済アプリから納付書に
印字された QR コードを読み取り、
下記の納付方法で納付が可能になり
ます。また、QR コードが印字され
た納付書であれば、全国の金融機関
でも納付することができます。
▶納付可能な税目
　固定資産税、軽自動車税種別割
▶納付方法
〇全国の金融機関窓口納付（地方税統一
　QR コード対応金融機関）
〇口座振替（ダイレクト納付）
〇クレジットカード
〇スマートフォン決済アプリ
※詳しくはこちらをご覧ください。

　令和５年１月から、軽自動車税納
付確認システムの運用開始により、
三輪以上の軽自動車税（種別割）の
納税証明書の情報をオンラインで確
認できるようになりました。これに
より、三輪以上の軽自動車について
は、車検時に納税証明書を提示しな
くても車検を受けることができま
す。ただし、二輪の小型自動車につ
いては、引き続き納税証明書の提示
が必要です。
　これにより、令和５年度から三輪
以上の軽自動車の軽自動車税（種別
割）の「口座振替納付済通知書」は
送付しないことになりました。
※詳しくはこちらをご覧ください。

≪注意事項≫
　口座振替やスマートフォン決済ア
　プリなど、納付方法によっては、
　納付情報がシステムに登録される
　までに日数を要する場合がありま
　す。次の場合は、税務課にご相談
　ください。
〇納付後すぐ車検を受ける必要があ
　るが、手元に納付証明書がない場
　合

市税などが「au PAY」と
「d 払い」でも納付可能に！

　令和５年１月から、軽自動車を保
有するために必要な手続きや、税・
手数料の納付をインターネットで一
括して行うことができる「軽自動車
保有関係手続のワンストップサービ
ス（軽自動車ＯＳＳ）」が始まりま
した。
　対象となるのは三輪以上の軽自動
車の「新車購入時」の手続きで、検
査申請、検査手数料・技術情報管理
手数料・自動車重量税の納付、軽自
動車税環境性能割の申告納付が可
能です。パソコンから 24 時間 365
日いつでも手続きできます。
　手続き方法など、詳しくは軽自動
車ＯＳＳ専用ダイヤルに問い合わせ
いただくか、こちらをご覧ください。

≪注意事項≫
〇軽自動車ＯＳＳの利用にはパソコン、
　電子証明書（マイナンバーカード
　など）、ＩＣカードリーダーなど
　の準備が必要です。
〇車検証およびナンバープレートは
　軽自動車ＯＳＳの審査終了後に軽
　自動車検査協会などの窓口で受け
　取ってください。
〇二輪・原付・小型特殊自動車は、
　軽自動車ＯＳＳの対象外です。
〇スマホ・タブレットからの申請は
　できません。

軽自動車新車購入時の手続き
がパソコンでも可能に！

車検時の納税証明書の掲示が
原則不要に！

税金の
新たな納付が開始！

軽自動車税納付確認システム
（軽 J

ジェンクス
NKS）の案内チラシ

軽自動車保有関係手続
ワンストップサービス

（軽自動車 OSS）の案内チラシ

問い合わせ先　税務課　☎ 672-6119

地 方 税 お 支 払い サイト
ホームページ

※ QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。
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お悔やみ申し上げます（敬称略）

兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス　☎ 0120-9
きゅうなきゅうようこい

79-451（４月のテーマ）　【月曜】翼
よくじょうへん

状片について
【火曜】介護保険を受けるには【水曜】ギランバレー症候群【木曜】モヤモヤ病【金土日】拒食症

出生・お悔やみ欄については、令和５年１０月号よりレイアウトを変更します。お知らせ

　但馬地域の豊かで魅力的な自然を
楽しむことができるサイクルイベン
トを次のとおり開催します。
　初夏の南但馬地域を巡ってみませ
んか。
▶日時　５月 28 日㊐、
　８時～ 18 時
※観光ライドコースは、9 時～
　14 時 30 分
▶場所　鉱石の道周遊ルートを活用
　した南但馬地域
▶参加対象者
①ロングライド（約 116㎞）
　…18 歳以上の中級者程度
②観光ライド（約 38㎞）
　…中学生以上の初級者程度
▶参加費
① 8,000 円
② 4,000 円
▶定員
① 100 人
② 50 人
▶申込方法　上記 QR を読み取る
　か、インターネットから申し込み
　ください。
▶募集期限　
　５月 12 日㊎まで
▶問い合わせ先
　朝来市商工会　☎ 672-2362

南但馬グリーンライド 2023
参加者募集中！

　今年も「あさごオープンガーデ
ン」を開催します。このイベントは、
市が花と緑あふれるまちとなるこ
とをめざし、市民の皆さんが丹精
込めて手入れされている家庭の庭
を一般公開するものです。
　今回は家庭の庭に加え、市の花
づくりへの取り組みに賛同いただ
く地域自治協議会、小学校、こど
も園などがオープンガーデンに向
け、寄せ植えにチャレンジされま
す。皆さまのお越しをお待ちして
おります。
▶開催期間　
　５月１日㊊～５月28日㊐の間で、
　各庭主が指定する日
▶マップ配布場所
　竹田駅わだやま観光案内所、山城
　の郷交流の館、情報館天空の城、
　生野駅朝来市観光情報センター、
　市役所本庁舎、各支所、和田山図
　書館、あさご森の図書館などで、
　無料配布予定
※庭ごとにオープン日が異なります。
　オープン日など詳しくは、公式　
　マップをよく確認し、ご来場くだ
　さい。
▶問い合わせ先
　朝来支所　☎ 677-1165
　ファックス　677-1513
　メール：asago-chiiki@city.asago.lg.jp

第 21 回
あさごオープンガーデン開催

　朝来市ウインドアンサンブルで
は、定期演奏会を開催します。
▶日時　４月 30 日㊐、14 時開演
　（13 時 30 分開場）
▶場所　和田山ジュピターホール
▶費用　入場無料
※未就学児の入場可
▶曲目
≪第一部≫
　オリエント急行
　2023 年度全日本吹奏楽コンクール
　課題曲 ポロネーズとアリア  など
≪第二部≫
　オリーブの首飾り
　ロンドンデリーの歌　　　    など
▶問い合わせ先
　朝来市ウインドアンサンブル団長
　的場　☎ 090-3947-0188

朝来市ウインドアンサンブル
第 18回定期演奏会
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戸籍の窓

▶掲載対象期間
 ２/16
  　  ～３/15 届出分

（R5.2.28 現在）
総人口　　28,590 人
　　　　　　  （－33）　   

男         　13,719 人
　　　　 　　（－11）　

女　　　　14,871 人
                   （-22）　

世帯数   12,274 世帯
　　　　　   （-11）　 

（　）は前月比

お誕生おめでとうございます（敬称略）お誕生おめでとうございます（敬称略）

　　　
あさごサポートファイルってなに？？あさごサポートファイルってなに？？

　ふくし相談支援課　☎ 672-6125　　

「あさごサポートファイル」をご存じですか？
　障害特性があり、継続した支援が必要なお子さまが成
長していく過程では、福祉、医療、教育などさまざまな
分野の機関が関わっています。
　このサポートファイルは、そのようなお子さまの発育
歴、生活習慣など詳細かつ正確な情報を記録することで、
支援者が変わっても一貫性のある継続した支援を可能に
するために作られました。

こんなことありませんか？
〇病院や療育の施設に行くたびに・・・　　　　
〇学校や担任の先生が変わるたびに・・・
〇福祉サービスを利用するときに・・・
何度も同じことを質問され、同じことを答える。
本人のことをもっと詳しく伝えたい。
伝え忘れを防ぎたい。

サポートファイルにはこんなメリットがあります
〇成長を振り返ることができ、支援者とこれからのこと
　や課題を整理することに役立ちます。
〇進学や就労などライフステージがかわるときに、同じ
　内容を説明しなくてもよいように記録をしていくと大
　変便利です。また、医療・保健・福祉・教育等のお子
　さまを支援する機関への情報提供時に役立ちます。

どこでもらえるの？
〇市役所本庁舎２階 ふくし相談支援課
〇朝来市保健センター内 健幸づくり推進課

記入の仕方を教えてください
〇基本様式は、プロフィールや生育歴、健診や相談の
　記録、医療や福祉情報などを記載します。
※わからないところはお子さまのことをよくわかって
　いる支援者と一緒に記入し、作成していきます。
〇生活シートは、毎日の生活のことや、配慮してほし
　いことの対応方法、保護者の思いを記入します。

管理方法
　ファイルの引き継ぎや管理は、原則保護者が行いま
す。保護者の希望に応じて支援者も一緒に引き継ぎを
行います。
＊ぜひ、進級、進学などのこの季節にあさごサポート
　ファイルについて御検討ください。あさごサポート
　ファイルについて詳しく知りたい方は、下記までお
　問い合わせください。

兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス　☎ 0120-9
きゅうなきゅうようこい

79-451（４月のテーマ）　【月曜】翼
よくじょうへん

状片について
【火曜】介護保険を受けるには【水曜】ギランバレー症候群【木曜】モヤモヤ病【金土日】拒食症
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健康カレンダー健康カレンダー
４／16 ～５／ 15４／16 ～５／ 15

月 日 曜日 内容 場所

４
月

19 水 ごっくん離乳食教室 朝来市保健センター

20 木 ８カ月児健診 朝来市保健センター

25 火 ぱくぱく離乳食教室 朝来市保健センター

26 水 ペンギンるーむ 朝来市保健センター

５
月

11 木 １歳６カ月児健診 朝来市保健センター

12 金 ３歳児健診 朝来市保健センター

健康健康コーナーコーナー
◆問い合わせ先
　健幸づくり推進課
　☎６７２－５２６９（朝来市保健センター）

▶診療日
≪４月≫９日㊐、16 日㊐、23 日㊐、30 日㊐
≪５月≫７日㊐、14 日㊐、21 日㊐、28 日㊐
▶受付時間　８時 30 分～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
▶場所　和田山町法興寺378-1（朝来市保健センター併設）
▶診療科　内科、小児科
▶持ち物　
　保険証、医療費受給者証、マイナンバーカード、診療費
▶連絡・問い合わせ先　南但休日診療所　☎ 672-5269
※受診時には事前に電話で連絡ください。
※医師の判断により新型コロナウイルス感染症の検査を行い
　ます。検査できない診療日もありますので、受診される場
　合は必ず電話でご確認ください。

南但休日診療所《４月・５月診療日》

食事のマナーを意識しましょう
　皆さんは、食事のマナーを意識されていますか？
食事のマナーは『相手を思いやる心』が深く関わってお
り、美しく食事をするだけでなく周りの人と楽しく食べ
るために、とても大切なことです。マナーを考える余裕
がない日もあるかもしれませんが、少し意識をすれば簡
単にできることばかりです。一緒に食べる人も自分自身
も楽しく、気持ちよく食事をするために日頃のマナーを
ふり返ってみましょう。
　食事のマナーを実践することは食育にもつながりま
す。
≪食事のマナーのワンポイントアドバイス≫
　たくさんあるマナーの中でも、簡単にできることを紹
介します。下記の内容ができているか確認してみましょ
う！
◎「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをする
◎食器を持って食べる
◎箸やスプーンなどを正しく持って食べる
◎ひじをつかないようにして食べる
◎できるだけ音を立てずに食べる
◎口の中に食べ物が入ったまま話をしない
◎携帯電話やテレビを見ながら食べない

≪食べるときの正しい姿勢≫

令和５年度
子宮頸

け い

がん検診を実施します
　市では、各地区で子宮頸がん検診を次の日程で実施し
ます。申込者には、４月下旬に検診日時の案内や受診票
を送付しますので、ご確認ください。
▶対象者
　和暦で奇数年生まれの 20 歳以上の女性
　（令和６年３月 31 日現在の年齢）
▶実施日時

実 施 月 日 受 付 時 間 会　場

５月 17 日㊌ 13:30 ～ 15:25 朝来市保健センター

５月 31 日㊌ 13:30 ～ 15:25 朝来市保健センター

６ 月 ７ 日 ㊌ 14:00 ～ 15:55 生野マインホール

６ 月 ８ 日 ㊍ 13:30 ～ 15:55 山東老人福祉センター

６月 12 日㊊ 14:00 ～ 15:25 朝来体育館

７月 13 日㊍ 14:00 ～ 15:25 朝来体育館

７月 25 日㊋ 13:30 ～ 15:25 朝来市保健センター

８ 月 ２ 日 ㊌ 13:30 ～ 15:25 朝来市保健センター

８月 22 日㊋ 13:30 ～ 15:25 朝来市保健センター

※感染症対策のため、日時予約制となります。
※申し込みをしておらず、受診を希望される人は、健幸づ
　くり推進課まで連絡ください。

机は、胸とへその間くら
いの高さで、机との間は
こぶし１つ分開けて座り
ましょう。

ひじをつかない

イスに深く座り
背筋を伸ばす。

足の裏は
床につける
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相 談 名 日　時 場　所 内　容 担 当 課（電話番号）

一
般
相
談

人権相談

４月 13 日㊍
13:30 ～ 15:00

和田山生涯学習センター

人権問題に関する相談 人権推進課
☎ 672-6122

山東老人福祉センター
朝来老人福祉センター

5 月 11 日㊍
13:30 ～ 15:00

生野保健センター
和田山生涯学習センター

行政相談 ４月 17 日㊊
10:00 ～ 11:30

市役所本庁舎 1 階相談室
官公庁の仕事の苦情や意見・要望
または相談

市民課
☎ 672-6120

生野保健センター
山東老人福祉センター
朝来庁舎 1 階会議室

消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:30

朝来市消費生活センター
（市民課内）

悪質商法・多重債務・架空請求
などの相談

朝来市消費生活センター
☎ 672-6121
消費者ホットライン ☎ 188

出張年金相談 6 月 6 日㊋
10:00 ～ 16:00 市役所本庁舎 401 会議室

年金に関する全般的な相談
【持ち物】
基礎年金番号がわかるもの
身分証明書（運転免許証など）

豊岡年金事務所
☎ 0796（22）0948

こ
こ
ろ
と
身
体

健康相談 月～金曜日
8:30 ～ 17:15 朝来市保健センター こころや身体の健康に関する相談 健幸づくり推進課

☎ 672-5269

こころのケア相談
４月 18 日㊋

14:00 ～ 16:00 朝来市保健センター 人間関係の悩みやストレス、
うつ病や認知症など精神疾患を
有する場合などの相談

健幸づくり推進課
☎ 672-5269５月 10 日㊌

13:30 ～ 16:30
若者の
こころの相談

４月 27 日㊍
13:30 ～ 16:00 朝来健康福祉事務所 兵庫県朝来健康福祉事務所

☎ 672-0555

子
育
て
相
談

家庭児童相談室 月～金曜日
8:30 ～ 17:15 社会福祉課 子育て、家庭の悩みなど児童に

関する相談
社会福祉課
☎ 672-6123

子育て世代
包括支援センター

月～金曜日
8:30 ～ 17:15 朝来市保健センター 乳幼児の子育て、妊産婦の健康

の悩みなど
健幸づくり推進課
☎ 672-5269

すこやか相談 ４月 26 日㊌
9:30 ～ 11:30 朝来市保健センター 妊婦、子育てに関する相談 健幸づくり推進課

☎ 672-5269

ひ
と
り
親

家
庭
相
談

母子・父子相談
（ひとり親家庭の相談）

月～金曜日
8:30 ～ 17:15 社会福祉課 生活上の悩みなど、母子・父子

家庭の自立に向けた相談
社会福祉課
☎ 672-6123

ひとり親家庭等
特別相談

５月 18 日㊍
※ 5 月 8 日㊊
までに要予約

市役所本庁舎 2 階相談室 弁護士による無料相談
( オンライン相談 1 回 30 分 )

社会福祉課
☎ 672-6123

フェミニストカウンセラー
による女性のなやみ相談

４月 12 日㊌
12:30 ～ 15:30 市役所本庁舎 404 会議室

人間関係、夫婦関係、生き方など
女性が抱えるさまざまな悩みの
相談

人権推進課
☎ 672-61225 月 10 日㊌

12:30 ～ 15:30

DV 相談 月～金曜日
8:30 ～ 17:15 社会福祉課 配偶者からの暴力に関する相談 社会福祉課

☎ 672-6123

身体障害者相談 ５月１日㊊
13:00 ～ 16:00

山東老人福祉センター
1 階機能回復訓練室 身体障害に関する相談 社会福祉協議会山東地域センター

☎ 676-5215

認知症相談 月～金曜日
８:30 ～ 17:15 ふくし相談支援課 認知症に関する相談 ふくし相談支援課

☎ 672-6125

ひきこもり支援相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15 社会福祉課

ひきこもりに関する相談

社会福祉課
☎ 672-6123

㊌ 9:00 ～ 12:30
㊎ 9:00 ～ 12:30
㊎ 13:30 ～ 17:00

居場所いろは

居場所いろは
☎ 080-4978-4566

【電話相談】
月～金曜日、9:00 ～ 17:00

㊊㊋㊍㊎㊏
11:00 ～ 15:00 居場所どんぐりの家 朝来どんぐりの会

☎ 668-9192
 生活保護相談
 生活困窮者の自立相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15 社会福祉課 生活保護に関する相談、収入減少

など、生活の不安に関する相談
社会福祉課
☎ 672-6123

仕
事
相
談

あさご元気産業
創生センター

月～金曜日
8:30 ～ 16:30

あさご元気産業創生センター
（経済振興課内） 仕事に関すること全般 あさご元気産業創生センター

☎ 672-2816

ジョブサポあさご 月～金曜日
8:30 ～ 16:30

ジョブサポあさご
（経済振興課内） 就職に関すること全般 ジョブサポあさご

☎ 672-2816

若者の就労相談
第２・４㊌

13:00 ～ 17:00
山東生涯学習センター

（山東庁舎内） 若者の就労、自立に向けた相談
労協若者サポート
ステーション豊岡
☎ 0796（34）6333随時（月 1 回程度）朝来生涯学習センター

法
律
相
談

司法書士による
法律相談

6 月 1 日㊏
13:00 ～ 16:00

和田山ジュピターホール
会議室

司法書士による登記・相続・多
重債務などの法律相談

兵庫県司法書士会但馬支部
☎ 0796（23）7817

総合法律センター
南たじま相談所

4 月 27 日㊍
13:00 ～ 15:00 和田山老人福祉センター 弁護士による法律相談

（１回 30 分・相談料 5,500 円）
兵庫県弁護士会
☎ 078（351）1233

土地家屋調査士による
無料相談

４月 15 日㊏
13:30 ～ 16:00 アイティ 7 階

豊岡市民プラザ市民活動室 B
土地建物登記、
土地境界に関する相談

兵庫県土地家屋調査士会
但馬支部
☎ 0796（23）3860５月 20 日㊏

13:30 ～ 16:00

お気軽にご相談ください。
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、中止とする場合があります。
相談日が祝日・振替休日や年末年始のときは、実施しない場合があります。
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皆
さ
ん
の
お
手
元
に
広
報
が

配
ら
れ
る
頃
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

が
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
サ
ク
ラ
の
見
ご
ろ
は
一

瞬
で
す
が
、
早
咲
き
遅
咲
き
の
桜

を
含
め
る
と
意
外
と
長
く
楽
し
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
生
野
高
原
の

狗い
ぬ
わ
し
ざ
く
ら

鷲
桜
の
見
ご
ろ
は
例
年
4
月
中

旬
か
ら
下
旬
と
こ
れ
か
ら
で
す
。

狗
鷲
桜
は
樹
齢
約
1
7
0
年
、

高
さ
約
10
㍍
を
超
す
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

で
最
大
の
特
徴
は
大
き
な
石
の
割

れ
目
に
根
を
生
や
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
付
近
に
生
息
す
る
と
言
わ

れ
る
イ
ヌ
ワ
シ
が
翼
を
広
げ
た
姿

を
彷
彿
さ
せ
る
こ
と
、
石
を
抱
え

込
む
よ
う
に
生
え
る
根
や
幹
が
イ

ヌ
ワ
シ
の
足
や
爪
の
よ
う
に
見
え

る
こ
と
な
ど
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
石
の
割
れ
目
か
ら

生
え
る
桜
は
珍
し
く
、
岩
手
県
盛

岡
地
方
裁
判
所
構
内
に
あ
る
「
石

割
桜
」
は
国
指
定
天
然
記
念
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。
元
々
南
部
藩
の

家
老
屋
敷
に
あ
っ
た
巨
岩
が
落
雷

で
割
れ
、
そ
こ
に
種
子
が
入
り
込

ん
だ
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
樹
齢

は
約
3
6
0
年
を
超
え
る
エ
ド

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
で
す
。
実
は
こ
の

石
割
桜
を
愛
し
、資
料
を
収
集
し
、

見
学
環
境
整
備
に
一
役
買
っ
た
朝

来
市
出
身
の
人
物
が
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
（
1
9
5
5
）
に
盛

岡
地
方
裁
判
所
に
赴
任
し
た
千
種

達
夫
（
1
9
0
1
～
1
9
8
1
朝

来
市
和
田
山
町
出
身
）
で
す
。
千
種

は
旧
大
蔵
村
か
ら
初
の
大
学
進
学

者
と
し
て
早
稲
田
大
学
法
学
部
を

卒
業
し
、
東
京
地
方
裁
判
所
へ
入
所

し
て
か
ら
昭
和
41
年
（
1
9
6
6
）

に
東
京
高
等
裁
判
所
を
退
職
す
る

ま
で
、
全
国
の
裁
判
所
で
所
長
等
を

務
め
ま
し
た
。
退
職
後
も
成
蹊
大
学

教
授
を
務
め
、
水
俣
病
紛
争
処
理

委
員
会
の
座
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

ま
た
余
暇
を
利
用
し
て
親
し
ん
だ

墨
彩
画
は
毎
年
東
京
三
越
本
店
で

個
展
を
開
き
、
画
家
和
田
三
造
（
文

化
功
労
者
・
生
野
町
出
身
）
の
評
価

第185回

石石
い し わ り ざ く らい し わ り ざ く ら

割桜割桜とと千千
ち ぐ さち ぐ さ

種種  達達
た つ おた つ お

夫夫

　社会福祉課　☎ 672-6123 ファックス 672-4109

　　　 手話はみんなのもの　～心のつながり～　No.2

≪手話のなりたち（物の形から）≫
　手話は見て伝えあう言語です。表現を見てわかるというの
が手話の特徴で、手話ができた由来は次のようなことが挙げ
られます。
１　物の形　　　２　動き
３　字の形　　　４　歴史的な由来
ただし、言葉はどんどん増えているので、意図的に作られて
いる手話もあります。
１　「物の形」からできた手話には、山、木、花、森、林、川、
橋、谷などがあります。

≪手話の表現≫
　「手の形・手の位置・手の動き」を組み合わせていろいろ
な手話の単語があります。
　手話は手や身体、表情も使って表します。同じ手話でも表
情や動きの強弱・速さによって、具体的に表現できます。反
対に、手の形だけを覚えて表してもきちんと伝わらないこと
があるので、表現するときは、気持ちや感情にあった表情を
つけることが大事です。（例：「雨」と「大雨・豪雨」）

物の形からできた手話の例

山 木 森

花

甲を上に向けた右
手で左から右へ山
の形を描く

向い合わせた両手
２指を少し上げて
から左右斜め上へ
広げる

甲を前にし、指を
広げて立てた両手
を交互に大きく上
下して左右に離す

曲げた両手の指先と手首をつ
け、手首を軸にして指先を左右
に開く

雨

両手の手の平を開いて指先は下に向
け、同時に繰り返し下ろします。雨が
ザーザーと降っているイメージです。

豪雨

上記の雨の表現を強く表します。雨
の降り方は表情や手の動きの強さで
表現します。

＊次回は、２「動き」からできた手話を紹介します。

QR コードを読み取って
　　　　一緒にやってみよう！
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を
受
け
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

千
種
が
盛
岡
地
方
裁
判
所
に
赴

任
し
た
時
点
で
す
で
に
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
石
割

桜
で
し
た
が
、
一
本
の
説
明
看
板
も

な
く
、
地
元
盛
岡
の
人
々
で
さ
え
、

そ
の
由
来
や
生
い
立
ち
を
知
る
人

は
少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
公
務

の
か
た
わ
ら
、
石
割
桜
の
由
来
を

調
べ
る
た
め
の
資
料
収
集
に
加
え
、

実
地
調
査
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

在
任
中
に
調
査
成
果
を
ま
と
め
た

由
来
記
『
石
割
桜
』
を
刊
行
し
、
国

指
定
さ
れ
た
も
の
の
一
般
に
浸
透

し
て
い
な
か
っ
た
石
割
桜
の
普
及

活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。
由
来
記

で
は
、
よ
く
地
元
で
も
議
論
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
、「
石
が
割
れ
た
所

に
桜
が
生
え
た
」
の
か
、「
桜
が
石

を
割
っ
た
」
の
か
、
諸
説
あ
っ
た
伝

承
の
中
で
、
文
献
か
ら
最
も
信
頼
の

で
き
る
落
雷
説
を
取
り
上
げ
、
議
論

に
決
着
を
つ
け
る
な
ど
裁
判
官
の

本
領
も
発
揮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

巨
石
の
割
れ
目
が
桜
の
成
長
と
と

も
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
突
き

止
め
て
い
ま
す
。
千
種
の
こ
う
し
た

地
道
な
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
当

時
の
盛
岡
市
に
よ
っ
て
看
板
設
置
、

保
護
柵
の
設
置
な
ど
見
学
環
境
も

充
実
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で

も
石
割
桜
は
盛
岡
市
、
岩
手
県
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

文
化
財
は
人
々
が
大
切
に
守
り

継
い
で
き
た
も
の
が
そ
の
価
値
を

公
に
認
め
ら
れ
る
も
の
。
文
化
財

と
な
っ
た
石
割
桜
を
、
先
駆
的
に

守
り
継
い
で
い
こ
う
と
し
た
人
が

朝
来
の
出
身
者
だ
っ
た
こ
と
は
誇

ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。(

文
化
財
課
）「無題」千種達夫1956 年（あさご芸術の森美術館蔵）

【
訂
正
と
お
詫
び
】
令
和
５
年
３
月
号
で
ご
紹
介
し
た
藤
原
東
川
の
短
歌
の
表
記
が
一
部

誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

「
野
良
ぐ
る
ま

　
ひ
き
て
か
へ
る
に
道
と
ほ
く

　
い
つ
し
か
月
の
光
を
ぞ
ふ
む
」

「
昼
と
晩

　
小
さ
き
薬や

か
ん罐

に
あ
た
た
む
る

　
酒
あ
り
て
わ
れ
の
老
後
は
た
の
し
」

「
冬
枯
れ
の
　
野
中
の
畑
の
わ
が
小
屋
に
　
今
は
遠
く
来
て
つ
ど
ふ
歌
友
」

　　

新しいことにチャレンジ！
まずは気軽に運動から

朝来市新井 172
☎ 670‐4700

　４月になり暖かくなってきました。
外でも室内でも運動がしやすくなって
きました。
　ただ運動の仕方がわからない方や一
人ではやる気が出ない人は、ぜひあさ
ごふれあいプールで運動をしましょ
う。筋力トレーニング・水泳・スタジ
オレッスンなどいろいろ教室をしてい
ます。お客さまのレベルやペースにあ
わせてさせていただきます。また、マ
ンツーマンで行なうレッスンなどもあ
りますので気軽にあさごふれあいプー
ルにお越しください。

４月の休館日
毎週水曜日・29日㊏（昭和の日）

第六十七話　　　災害の常識

L
レ テ ィ シ ア

aëtitiaの
ぺちゃくちゃ話や～！

（人権推進課国際交流員　ルヌブ・レティシア）

　日本で生まれ育った人だと、地震・台風・大雨などがよ
く発生することは常識なので、フランスにも災害あるかど
うかをよく聞かれます。
　フランスでテレビのニュースでよく見る災害は洪水です
が、私の出身地にはあまりありません。唯一覚えている災
害は 1999 年にフランスを西から東に通った嵐です。そ
の時、風が強くて、木が倒れたり、屋根から瓦が飛んだり、
壊れるものの音をよく聞きました。その時、７歳だったの
で、怖いとしか覚えていません。
　朝来市に来てから、経験した災害が少なくてラッキーで
す。地震が夜に発生したら、気づかずに寝るタイプなので、
大きい地震になっても起きる自信がないので、誰かが起こ
しに来てね ^^’’ 
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皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　秘書広報課　☎ 672ｰ 6113

あいす工房らいらっく
アーモンドブリュレが表彰受賞

　2 月に「令和 4 年度ひょうごの農とくらし研究発表
大会」が開催され、農林水産物加工の部門の努力賞にあ
たる「兵庫県食品産業協会長賞」に、「あいす工房らいらっ
く」の「アーモンドブリュレ」が選ばれました。
　この商品は、キャラメリゼしたアーモンドを細かく刻
んだものがトッピングされ、ザクザクとした食感と、濃
厚でとろっとしたブリュレの舌触りが絶妙です。
　受賞について吉井社長は「これから藤公園や竹田城跡
など、散策するのに気持ちのいい季節を迎えるので、市
内の散策に合わせて、ぜひこの商品も味わってもらえれ
ば」と話されました。

　ガス器具などの製造を行う㈱多田スミスが、このほど
企業と障害者が明るい未来や社会の実現に向けて「とも
にすすむ」という思いを込めて名付けられた『もにす認
定』事業者に認定され、3 月 10 日㊎にハローワーク和
田山にて認定通知書の交付式が行われました。
　同社が、以前から障害のある皆さんを雇用されてきた
ことや、働きやすいように職場改善に取り組まれたこと
など、障害者雇用の取り組みが評価されました。
　この認定を受け、長尾社長は「障害は個性。この認定
が事業者の当たり前になれば。今後も、一人一人の個性
に寄り添いながら、取り組んでいきたい」と話されました。

但馬初！㈱多田スミスが
『もにす認定』取得！

　３月２日㊍、朝来中学校で嵯峨山通商社長の嵯峨山啓
け い

さんから、卒業祝い品として図書券が、今年度卒業を迎
える朝来中学校３年生学級代表の谷口嵩瑠さん（中田路
区）と松原理央さん（上岩津区）に手渡されました。
　同社は、地域で頑張る子どもたちを応援するとともに、
健全な育成と地域の活性化につながることを目的に、今
回のプロジェクトを企画。記念品を手渡した嵯峨山社長
は、「今後も継続してきたい。また、市内全域の事業者
でこのプロジェクトに賛同いただける仲間が増えた時に
は、市内全中学校などに卒業記念品を贈呈できるような
取り組みに広がっていけば」と話されました。

朝来中学校卒業生に記念品朝来中学校卒業生に記念品
地域の子ども未来応援プロジェクト地域の子ども未来応援プロジェクト

　3 月 1 日㊌、竹田城跡が開山しました。
　開山に合わせて、竹田城跡では、城主の姫や甲冑隊に
扮した朝来市観光協会スタッフや市役所職員が、来場者
を歓迎しました。この日、来場者の先着 10 人には御城
印やオリジナルステッカー、竹田城跡タオルなどが入っ
た記念品が配られました。
　姫を務めた朝来市観光協会の北村さんは「竹田城跡は、
雲海はもちろん、四季折々の景色を楽しめます。ぜひ、
多くの皆さんに訪れて欲しいです」と話しました。
　この冬、新たな遺構が発見された竹田城跡。四季折々の
景色や歴史ロマンを楽しみに竹田城跡へお越しください。

竹田城跡開山！竹田城跡開山！
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　２月 19 日㊐、防災講演会を開催。当日は、㈱三隆国
際気象代表取締役で、気象防災アドバイザーの三

み つ は し

橋 功
こ う じ

治
さんから「くらしに役立つ気象情報と防災情報」と題し
て講演が行われたほか、防災士の小山 昭二さん（向大
道区）が、地区防災計画の作成や地域防災のあり方につ
いて話されました。
　また、3 月 11 日㊏、男女共同参画推進事業講演会『～
3.11 から学ぶ～「ひと」で「まち」を作る』を開催。
講師には、岩手県出身で豊岡市在住の樫

か し も と

本 里
り な

奈さんを
招き、東日本大震災で被災したご自身や友人の暮らしの
実体験などを交えて講演が行われました。

地域の防災について考える
防災関連の講演会を開催

　旧竹田保育所の園舎を活用した起業創業のスタート
アップ施設『ASAGOiNG Garden KOUBA』に、新た
に 3 つの店舗がオープンしました。
　事業を始められるのは、藤原由香里さん（竹田上町）、
安保尚子さん（久世田）、山本瞳さん（三波）の３人で、
いずれも竹田地域に在住の子育て中の女性です。
　ネイルサロンや、ハンドメイドのアクセサリー・雑貨、
ポーセラーツ食器の製作販売、教室などを展開されます。
　３人は「地域の皆さんや観光客など、多くの皆さんに
気軽に訪れてもらいたい。今後はイベントやワークショッ
プも計画していきたい」と意気込みを話されました。

『ASAGOiNG Garden KOUBA』『ASAGOiNG Garden KOUBA』
新たに３店舗がオープン新たに３店舗がオープン

　3 月 10 日㊎に、コワーキングスペース「H
オ ー ラ

ola!..」が
オープンしました。
　この施設は、リモートワークの普及により、ビジネス
スペースとしても活用でき、起業家やフリーランスの皆
さんのサードプレイス、またはコミュニケーションの輪
を広げる場として使用することが可能です。
　室内は、朝来市産木材を使用した落ち着いた雰囲気で、
まるで都会のカフェのような空間となっており、セミ
ナーなどにも使用できる会議室や web 会議にぴったり
の個室や Wi-Fi も完備。ビジネスだけでなく学生の皆
さんも利用が可能です。ぜひ、皆さんもご利用ください。

コワーキングスペースコワーキングスペース
「Hola!..」オープン「Hola!..」オープン

E
エ オ リ  ネ イ ル

ORI.nail ／藤原 由香里さん T
ト ロ イ メ ラ イ
raumerei ／安保 尚子さん M

モ ダ ン
ODERN G

グ レ ー ス
RACE ／山本 瞳さん
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祖母孝行すればよかったと後悔した若かりし頃を思い出しました。

幻想的できれいなイラストが物語をより引き立てています。

　うちのごちそうといえば、鶏肉のすき焼き。
清
き よ い

陽は、それが普通は牛肉を使うものと知ってか
ら、何かとよその家族と比べてしまう。そして、祖
母に大事な恋人を紹介できぬまま、母から祖母の
死を突然聞くことになり…。

あなたはここにいなくとも
町田そのこ（新潮社）

●一般／小説

　イソップの生涯について知っていますか？彼は古
代ギリシアで、奴隷として生まれました。何度も売
り買いされますが、物語の力で権力に立ち向かい、
ついには自由を手に入れたのです。そんな彼が書
いた13 の寓話を収録しています。

寓
ぐう

話
わ

に生きた人イソップ
パメラ・ザガレンスキー（化学同人）

●児童／絵本

和田山図書館 ☎ 672-1700
あさご森の図書館 ☎ 670-4710
生野支所 ☎ 679-2240

和田山・あさごのお休み：月曜日（祝日の時は翌平日）
　　　　　　　　　　　 ４月 27 日㊍
生野のお休み：土・日・月曜日・祝日

和田山　① 4 月 15 日㊏～21 日㊎
　　　　② 4 月 22 日㊏～28 日㊎
あさご   5 月 13 日㊏～21 日㊐
保存年限の過ぎた雑誌を自由に持ち帰りいただけ
ます。感染症対策のため、和田山図書館は２週に
分けて行います。期間中の休館日をご確認のうえ、
お越しください。

毎週土曜日におはなし会をしています
和田山図書館 10時30分から／14時から
あさご森の図書館 11時10分から／15時15分から
★赤ちゃん向けおはなし会
和田山図書館 ４月22日㊏10時30分から
あさご森の図書館 ４月20日㊍11時から

雑誌リサイクル市を開催します

おはなし会

日本遺産「銀の馬車道 鉱石の道」日本遺産「銀の馬車道 鉱石の道」
巡回展を開催します巡回展を開催します

　日本遺産「銀の馬車道 鉱石の道」の歴史や沿線地域の
魅力を紹介する特別展示を県内３カ所の施設で開催しま
す。スタートは昨年 11 月にグランドオープンした、県立
兵庫津ミュージアムから。記念講演会や物産販売、ミニラ
イブなども行います。
▶開催日　
　【神戸会場】…４月 22 日㊏～６月 25 日㊐
　【朝来会場】…７月１日㊏～８月６日㊐
　【姫路会場】…８月 19 日㊏～ 10 月１日㊐
▶会　場
　【神戸会場】…県立兵庫津ミュージアム
　　　　　　  　ひょうごはじまり館２階企画展示室
　【朝来会場】…朝来市埋蔵文化財センター
　　　　　　　 「古代あさご館」特別展示室
　【姫路会場】…県立歴史博物館 コレクションギャラリー
▶観覧料
　【神戸会場】…大人 300 円、大学生 200 円、高校生以下 無料
　【朝来会場】…無料　　【姫路会場】…無料

≪関連イベント【沿線市町観光展示ブース】≫
　沿線市町の観光展示と特産品の販売を行います。朝来市
からはちゃすりんも参加します。
▶日　程　４月 29 日㊏、30 日㊐
▶場　所　県立兵庫津ミュージアム
　　　　　ひょうごはじまり館２階ギャラリー
▶問い合わせ先　総合政策課　☎ 6726110



先月末、10 年ぶりに市のホームページがリ
ニューアルしました。昨年 1 年間かけて取り組
んできたリニューアル業務では、デザインを全
体的に見直したほか、ご覧いただく皆さんが、

検索しやすく親しみのあるサイトになればと思い取り組んで
きました。また、パソコンだけではなく、スマートフォンや
タブレットでも見やすくなるような仕組みも取り入れていま
す。これに合わせて、オンライン申請も開始し、市役所に行
かなくても、簡単な手続きならネット上でできるようになり、
ますます便利になります。新しくなったホームページをぜひ
ご利用いただき、皆さんに気に入ってもらえたら幸いです。

朝来市の旬な情報を、SNS やスマートフォンアプリで
配信しています。下記 QR コードを読み取りアクセスし
てください。

市政や観光情報
を市公式ページ
で発信中！

子育て情報を発
信「あさごスマ
イルネット」

ア プ リ を ダ ウ ン
ロードすると広報
誌が届きます！

市政情報を市公
式アカウントで
発信中！

≪今月の担当≫
西村 真美
﨑山 皓斗

朝来市地域おこし協力隊
「あさこいひと」のメンバーが
毎月交代で執筆します！

て、今後の日本の未来を担う子どもたちを取りまく環境
や教育の充実、子育て世代や若者世代、祖父母の世代が
それぞれ抱える問題に寄り添い解決に向かえるようにお
手伝いさせていただきたいと思います。そして和田山地
区地域自治協議会が老若男女関係なく立ち寄り、多世代
交流ができる場所になるようにコーディネートしたいと
思っています。すぐに笑ってしまうタイプなので、笑い
声で見つけてもらえると思います。皆さん、気軽にお声
がけください。まだ、朝来市民になりたてなので、いろ
いろ教えて欲しいです。よろしくお願い致します。

　和田山地区で地域おこ
し協力隊として活動する
ことになった西

に し む ら

村 真
ま み

美
です。今まで国内外で保
育士、ベビーシッターな
ど子どもに関わる仕事を
してきました。
　これらの経験を活かし

や編集などをメインに学習していました。現在、大蔵地
域で協力隊として活動している兄と、姉一家も数年前か
ら朝来市に移住しており、家族で朝来市にご縁がありま
す。私も豊かな自然や温かい地域性に惹かれ地域おこし
協力隊に応募し、４月から粟鹿地域で活動させていただ
けることになりました。
　私のミッションは自身のスキルである写真や映像を使用
し、インターネットを活用した地域の情報発信です。皆さ
んと一緒に朝来市の魅力を全国に PR していけるように頑
張りたいと思います。これからよろしくお願いします！

　粟鹿地域で地域おこし
協力隊として活動させて
いただきます、姫路市出
身の﨑

さ き や ま

山 皓
あ き と

斗です。私
は 3 月まで神戸電子専
門学校サウンドテクニッ
ク学科で楽器、音声など
の収録、調整、映像撮影
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まち全体が幸せであるために、まず市民一人一人が幸せを実感
できることが大切です。小さなことでも自分のやりたいことが
実現できていると人は幸せを実感できます。そのうえ、誰かの役
に立てたり、困ったときに頼れる人がいれば、次なるチャレンジ
に向かう勇気もわいてきます。
朝来市は、一人一人の幸せを育み、互いに響き合うことで、「人
と人がつながり 幸せが循環するまち」の実現をめざしています。

第3次朝来市総合計画（計画期間：令和４年度〜令和11年度）
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朝来市は、一人一人の幸せを育み、互いに響き合うことで、「人
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　天野さんは神戸市の出身で、陶芸や

自然体験学習などに親しんできた経験

を生かし、美術館で勤務していた。その

後、結婚を機に平成27年に朝来市へ移

住し、ほどなく出産・子育てを経験。「夫

婦とも市外出身で子育てなど不安がいっ

ぱいだった」と当時を振り返る天野さん

は、参加した市民講座で子育て世代の仲

間と出会い、安心感を抱いたという。以

降、その仲間らと共に、子育て世代を

支援する情報を発信する自主グループ

『AsaGooood! Mama!』を立ち上げ、現

在に至る。

天野 あまねさん
（東谷区）

　
『
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o
o
o
d
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M
a
m
a
!
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は
、
情
報
を
集
め
る
人
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る

人
な
ど
メ
ン
バ
ー
で
役
割
を
分
担
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
・
不
得
意
な
分
野
を
補
い
合
い
な
が

ら
皆
で
相
談
し
つ
つ
、子
育
て
世
代
に
寄
り
添
っ

た
方
法
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

天
野
さ
ん
は
、「
た
だ
多
く
の
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

得
る
き
っ
か
け
や
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
に
結
び
つ
い
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
願
い
」

と
自
分
た
ち
の
活
動
に
対
す
る
想
い
を
語
る
。

自
分
の
や
り
が
い
と
今
後
の
展
望

　

自
身
の
活
動
に
つ
い
て
や
り
が
い
を
感
じ

る
瞬
間
を
聞
く
と
、「
お
母
さ
ん
友
達
に
、

『
A
s
a
G
o
o
o
o
d
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M
a
m
a
!
』
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
話
す
と
、『
い
つ
も
見

て
い
ま
す
！
』
な
ど
の
嬉
し
い
感
想
が
い
た
だ

け
る
と
き
」
と
に
こ
や
か
に
教
え
て
く
れ
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、「
子
供
の
成
長
な
ど
に
よ

る
メ
ン
バ
ー
の
世
代
交
代
も
想
定
し
つ
つ
、
そ

の
時
々
に
合
っ
た
手
段
や
方
法
で
情
報
発
信
を

継
続
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
や

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し

い
」
と
、幸
せ
が
循
環
す
る
未
来
を
み
つ
め
る
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
生
む
き
っ
か
け
に
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